
3。平成4年度修了生論文概要 〔修論担当教官。所属学系〕

米　津　雄　一　：　分化系器官1組織を用いたイネ耐塩性植物の試験管内作出について

Yωchi　Yon銚sU　　：　　in　vi析o　s副⑧c重ion　o牙sa1書to1e帽鮒p1餐耐s　of　rice

　本研究では，イネの発芽体由来植物，商培養由来植物およびそれらの長期培養体由来のシュート

およびクランプを用いて耐塩性植物の言丸験管内作出を検討した。6種類のシュートおよび4種類の

クランプをNaαを含むN6培地で培養し，一段階塩淘汰圧選抜を行った。いずれの外植体もNaα

濃度1．75％の培地で8割以上の個体が培養30日目までに枯死したので，今後，NaC1濃度1．75％を

試験管内における耐塩性の目安とした。また，5種類のシュートおよび3種類のクランプを用いて

Naα濃度を徐々に上げていく段階的塩淘汰圧選抜を行ったところ，全ての外植体は一段階塩淘汰

圧選抜したときよりもNaα濃度1．75％での緑色植物体率が高く，これは植物生長調節物質を含ま

ないNaα培地を用いた段階的塩淘汰圧選抜で著しかった。以上のことから，Naα培地を用いた段

階的塩淘汰圧選抜により，分化系器官。組織を用いたイネ耐塩性植物の言丸験管内作出の可能性が示。

唆された。

キーワード：イネ，耐塩性，試験管内作出，シュート培養，段階的淘汰圧選抜

　　　　　rice，salt　tolerance，in　v三tro　selection，shoot　cu1ture，stepwise　seiection

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔久　島　　　繁・応用生物化学系〕

赤川宏幸：大気中の煤粒子の元索組織と雲核能力について

Hiroyuki　Akagawa　：　獲1⑧m⑧耐al　composi童ion　of蝕弼os帥餅ic§oot脾耐ic1鍋帥d　t胎ir蘭p曲ili蚊

　　　　　　　　　　禽S　clOud　conde訂satiOm胴ud⑥i

　大気中の煤粒子はその特異な性質から，大気環境に様々な影響を及ぼす。煤粒子は一般に雲核と

しては働きにくいと考えられるが，吸湿性物質の付着によって雲核として働き易くなる可能性があ

る。

　冬期つくばにおける大気エアロゾル中にはかなりの割合で煤粒子が存在し，それらの多くは吸湿

性物質を多量に付けていた。SやKが吸湿性物質の主な組成であり，Kを持つことから，これらの

大気煤粒子は植物起源であることが実験から分かった。また発生当初の稲藁の燃焼煤粒子からは，

Sが少量しか検出されなかったことから，大気中におけるS02との反応が示唆され，実験で確認さ

れた。水蒸気過飽和度1％で雲核として働かない煤粒子は，吸湿性物質を少量しか付けておらず，

Kが検出されないことから植物起源以外のものであると考えられる。また大気煤粒子は，実際に霧

粒の凝結核として働いていることが観測から明らかになった。

キーワード：エアロゾル，煤粒子，凝結核，硫酸塩，植物燃焼

　　　　　aerosols，soot　partic1es，cloud　condensation　nuclei（CCN），suぱates，biomass－burning

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔小林　守・地球科学系〕
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秋　山　忠　和　：　生体内情報伝達1応答におけるモノA服一リボシル化酵素の役割に関する研

　　　　　　　　　　究

↑adak駆u　Akiyama：　降unction　of　a　mono－AD砕ribosylt昭ns胎噸s⑧in　signal　t溜nsduction　and

　　　　　　　　　　㈱pOn鍋肋y〃0

　本研究において，モノADP一リボシル化酵素を検出，解析する新しい方法としてNADブロット

法を開発した。ニトロセルロース膜上のタンパク質を［32P］NADと反応させ，オートラジオグラ

フィーにて解析したところ，ADP一リボシル化毒素及び，ヒトTリンパ腫由来のJurkat細胞株から

3つのNAD結合タンパク質が検出された。3つのNAD結合タンパク質のう’ち，116kDaのタンパ

ク質はポリADP一リボース合成酵素であることが示され，62kDaのタンパク質は新しい内在性モノ

ADP一リボシル化酵素であることが示唆された。また，62kDaのタンパク質は生体内においてホモ

あるいはヘテロの複合体を形成しているか，糖鎖などの修飾を受けている可能性が示された。今後，

62kDaタンパク質が標的タンパク質をモノADP一リボシル化することによって，どのように細胞情

報伝達系を調節しているかを明らかにすれば，環境発がんの発症機構の解明に結び付くものと考え

られる。

キーワ丁ド：モノADP一リボシル化酵素，NADブロット法，62kDaタンパク質，発がん，細胞情報伝達

　　　　　mono・ADP－ribosyltransferase，AND　b1ot　procedure，62－kDa　protein，carcinogenes三s，ceHular　signal　trans－

　　　　　duCtiOn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下條信弘・杜会医学系〕

浅井尚子：水ストレスによる気孔閉鎖と孔辺細胞内代謝変化

Naoko　As創　　　　　：　　M⑧taboIic（；hang⑧s　in　guard　c⑧lIs　invoIv⑧d　in副om就創dosur⑧indl』c⑧d

　　　　　　　　　　by　W副釧S肪鍋S

　植物は乾燥（水ストレス）時に葉の気孔を閉鎖するが，これには気孔閉鎖作用のあるアブシジン酸

（ABA）が関与している。ABAは水ストレス時に葉や根で合成される。しかし，葉内のABA増加よ

り気孔閉鎖は早く起こるという矛盾があり，本研究では，水ストレス時に孔辺細胞自身がABAを

合成する，水ストレス時に孔辺細胞のABA感受性が高まるという2つの仮説をたて，これを検討

した。ABAは孔辺細胞内浸透圧調節物質（K＋，リンゴ酸）を放出させる作用をもつが，ソラマメの

葉の表皮をマンニトール水溶液に浸してもその現象は観察されず，表皮中のABAも対照のユ．4倍

であった。また，マンニトール水溶液に浸している表皮では，対照の表皮よりもABAを与えた時

に表皮のK＋含有量の低下が顕著だった。以上の結果から，水ストレスによって，孔辺細胞では気

孔閉鎖に関与する程のABA合成は起こらないカ三，孔辺細胞のABA感受性は高まる可能性が示さ

れた。

キーワード：アブシジン酸，葉表皮組織，気孔，ソラマメ，水ストレス

　　　　　abscisic　acid，leaf　epidermal　tissue，stomata，”c｛α∫肋α、’water　stress

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤　伊　　　正・生物科学系〕
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安倍　正規　：　昌本における冬季降水量の変動

M藪saki　Abe　　　　：　　Fluc池ation◎f　wint⑧r　pr⑧cipit後tion　in　Japan

　降水量変動及びその地域性を，降水要因である擾乱の種類との対応関係から考察を行った。降水

量変動傾向の類似性から，日本列島は準裏日本気候区を含む太平洋側と日本海側に区分され，両者

はさらにいくつかの地域に区分された。ただし太平洋側では変動傾向の地域変化が小さく，互いに

重なりあっている。また冬季降水量を，季節風による降水，南岸低気圧による降水，日本海低気圧

による降水，二つ玉低気圧による降水，季節風と低気圧の混合型による降水に分類し，冬季降水に

対する寄与の大きさを見ると，その地域的差異は変動傾向の類似性からみた地図区分はほ廊寸応す

ることがわかった。降水阜の経年変化と降水要因の関係は，主に各地点における主降水要因によっ

て変動傾向は支配されるが，地域によっては多くの要因から強い影響を受ける所もあり，そのよう

な地域では複雑な関係を有していた。

キーワード：冬季降水量の変動，地点問相関係数，地域性，降水要因，寄与率

　　　　　fluctuation　of　w1nter　precipitation，correiation　coeff｛cients　between　stations，regiona1defference，factor　of

　　　　　the　prec　ipitation，Percen乞age　ratio

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河　村　　　武・地球科学系〕’

荒　川　郁　子　：　農村集落の変容と谷津田の耕作放棄発生

降umiko　Ar壌k籔w禽　：　　Th⑧　socio一⑧conomic　charact⑧ri銚ic　of　th⑧　abandoning　Paddy　fi㊧lds　of

　　　　　　　　　　vall⑧y　bo前oms

　耕作条件の不良地域では，都市化のため，耕作放棄水田が急増し問題になっている。本研究では，

その例として茨城県阿見町の谷津田をとりあげ，都市近郊農村における水田の耕作放棄をする農家

とその対象となる水田の特徴を明らかにすることを目的とする。

　都市化の進行に伴い，阿見町でも谷津田の耕作放棄は急増し，圃場整備がなされていない谷で多

く発生していた。総経営耕地面積に占める水田経営面積の比重が小ならば，また所有する水田の平

均面積が零細であるならば，耕作放棄する農家は多くなり，農家は所有する水田のうち小面積の水

田から耕作放棄していることが示された。アンケート調査から水田の耕作放棄をする農家の社会経

済的条件に特別な条件はないことが判明した。農家が耕作放棄をする理由は土地条件の不良で，特

に排水条件や用水の量，日照条件，区画の大きさなどを重視し対象地を選択していた。

キーワード：都市化，耕作放棄水圧1，谷津田，圃場整備，社会経済的条件

　　　　　urban…zation，　abando鐵ing　Paddy　fieids，　Paddy　fieids　at　va1ley　bottoms，　farmland　consolidation，　socio－

　　　　　economic　condition

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔佐藤洋平・社会工学系〕

荒川祐介　蠕恋村の黒ボク土傾斜侵食畑における耕作岨管理に伴う土壌理化学性と微細

　　　　　　　　　　形態の変化
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Yusu虻⑧Arakawa：　Chang⑧s　in　soil　physio－ch⑧mic創P⑩Pe耐㊧s　and欄icromorphology　i咋

　　　　　　　　　　duc⑧d　by　cu1tiv就ion釧d　ma陥gem⑧耐就a　sloping③rod⑧d岬1帥d　fie1d

　　　　　　　　　　Of　kuroboku　soi1，γsumagoi　vil1ag⑧

　本研究では，嬬恋村において山成工法により造成された黒ボク土傾斜畑の19年間にわたる耕作・

管理に伴う土壌の理化学性と微細形態の変化を調べることを目的とした。土壌断面調査を未耕地に

おいて1カ所，圃場において2カ所で行った。圃場では，トラクターの作業路上で土壌が圧縮され

ていると考えられる地点と侵食の影響を受けている地点である。採取した土壌試料について，アロ

フェン含量を定量し，これより各断面の層位の対応関係を推定した。各種理化学性の測定とB層

を中心に，土壌薄片の画像解析による孔隙の定量を行った。圃場のAp層の土壌は，機械による圧

縮によって耐水性団粒の集合化が起こり，また固相率，仮比重の増大から土壌のち密化が認められ

た。それに伴い飽和透水係数が減少した。侵食を受けている所では，団粒は崩壊していた。圃場の

B層の土壌は，団粒分布は変化しなかったが，圧縮の程度に応じて孔隙に形態的変化が生じた。

キーワード：黒ボク土，傾斜侵食畑，耕作・管理，土壌微細形態，画像解析

　　　　　kuroboku　soi1，s…oping　eroded　up1and　field，cultivation　and　management，soi1micromorpho1ogy，image

　　　　　ana1ysis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔東　　　照　雄・応用生物化学系〕

有村患信：山野草に含まれる微量金属元素の栄養学的評価

↑盆danobu　Arimura　：　　獲valuation　of　min⑧ral　elem⑧n幅in　edib1e　wild　p1禽耐s

　最近の自然回帰志向で注目されている山野草について，健康志向から関心が高まっている微量金

属元素を測定し，濃度範囲の特定と栄養学的評価を行った。

　筑波山，磐梯高原など6カ所で，ヨモギ，ゼンマイなどの山野草を28種，75サンプル採取した。

採取した山野草は乾燥後，湿式灰化し，ICPで微量金属元素の含有量を測定した。併せて採取地点

の土壌も同様に分析した。更にカルシウムの吸収に関連してシュウ酸を，鉄等の吸収に関連してフィ

チン酸をそれぞれ定量した。

　ゼンマイにCdの集積が確認されたほか，一部の山野草で特定の微量金属元素を多量に含有する

傾向がみられた。

　シュウ酸はイタドリに多く含まれていた。

　これらのことから山野草は栄養学的にみて，微量金属元素の！つの有効な摂取源となり得ること

が確認された。また，有害な重金属類を多量に含む山野草については，摂取量に注意すべきである」

ことが分かった。

キーワード：山野草，微量金属元素，ICP，シュウ酸，フィチン酸

　　　　　ed沁1e　wild　p1ant，minerai　e1eme耐，ICP，oxa三ic　acid，phytic　acid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔森下　豊　昭・応用生物化学系〕
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板　坂　亜希子　：　スズメノチャヒキとヤクナガイヌムギの種子の相対的休眠と発芽時期の制御

　　　　　　　　　　にかかわる環境要因

Akiko晦s飲a　：臨torsco耐olli㎎’蜥⑧昭1誠i蝸dorm帥cy禽ndg鉗耐n銚i㎝timi㎎in餉⑧

　　　　　　　　　　s⑧⑧ds　of擾ro㎜ωs1aρoη戸cω8aηd糧．c籔〃η藪fω8

　イネ科スズメノチャヒキ属2種の種子の相対的休眠に及ぼす温度と水分条件の影響を室内実験に

より分析しモデルの形にまとめた。その概要は①相対的休眠レベルは発芽可能温度域の高温側限界

温度（HLT）によって表される。②後熟は高温で促進される。③二次相対的休眠は吸水状態で，HLT

以上の温度により誘導され，④肌丁以下の温度で緩和される。⑤肌丁を挟む交代温度は高温相側

温度が非常に高い場合を除いて相対的休眠を誘導しない。相対的休眠レベルの測定にはモニター温

度（スズメノチャヒキ：20℃，ヤクナガイヌムギ：25℃）での最終発芽率を利用する方法を工夫し用

いた。野外実験では，異なるハビタットの地表面に保存した種子の相対的休眠レベルの変化と野外

発芽を調査し，地表面温度の測定を行った。結果の大部分はモデルによって解釈可能であり，野外

発芽時期は環境要因による相対的休眠の変化によってほぼ決定されていることが明らかとなった。

キーワード：種子，相対的休眠，発芽，温度，スズメノチャヒキ属

　　　　　seed，re1ative　dormancy，9erminat…on，temperature，Bγα肌刎∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔鷲谷いづみ・生物科学系〕

井手追義和：ピナトゥボ火山起源成層圏工一ロゾルのライダー観測と成層圏才ゾンヘの影

　　　　　　　　　　響

Yoshikazu1d㊧sako　：　　Licヨar　obs釧v銚ions　o書　s術磁osph⑧ric　餐⑧roso1s　什om　M芝。　秤in就ubo　餐nd

　　　　　　　　　　e管ec嬉of　a⑧rosols　on銚r譲tospheric　o乏◎n⑧

　ピナトゥボ火山から成層圏に放出された工一ロゾルが成層圏オゾンにどの様な影響を及ぼすかを

明らかにするために，工一ロゾルとオゾンのライダー観測を行った。

　観測の結果，噴火後の冬季において，工一ロゾル層の上方，高度34km付近を中心に顕著なオゾ

ン密度の増加が見られた。このオゾン密度の土曽加は，工一ロゾルの観測結果から求められた光学的

厚さをもとに補正を行った反転観測データとの比較により確認された。

　工一ロゾルの存在する高度域でのオゾン密度の変動をオゾンゾンデデータから解析した。その結

果，噴火後の冬季に，工一ロゾルの表面積密度が平穏時に比べ増加していた高度域でのオゾン密度

の減少が明らかになづた。

　このような噴火後のオゾン密度の変動には，工一ロゾル表面上での不均一相反応が重要な役割を

果たしていることが，表面積密度との対応，統計解析，成層圏オゾンの生成，消滅反応の理論から

示唆された。

キーワード：成層圏工一ロゾル，ライダー，光学的厚さ，表面積，不均一相反応

　　　　　stratospheric　aeroso1，1idar，optical　thickness，surface　area，heterogeneous　reaction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔甲　斐　憲　次・地球科学系〕
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出　原　園出子　：　β一M釧n鵬id鑓㊧の基質特異性に関する研究

Hid飲o1戯鉗・：楠馳bs脆跳牌ificiti鵠ofβ一m・㎜o・id搬耐gm舶阿g〃1ω・吻餅

　酵素を広範に利用するためには，その基質特異性をより広く究明する必要がある。本研究は，種々

の糖類に対する出〃〃〃”伽γのβ一㎜amOSidaSeのマンノース転移反応と転移物の加水分解反応

の関係を明らかにすることを目的としている。

　本酵素は，マンノースを受容体とした場合，受容体マンノースの4位あるいは6位の水酸基にマ

ンノースを転移した。転移物は本酵素により加水分解され，マンノースになった。また，結合の異

なる8種のグルコニ糖の場合には，それぞれに対して2～3種類の転移物が生成した。それらの主

生成物は，グルコニ糖の非還元末端グルコースの3位あるいは4位にマンノースが転移した構造で

あった。転移物は，本酵素により加水分解され，マンノースとグルコニ糖になった。これらの結果

から，転移と加水分解の両反応は可逆的に行われるものと結論した。

キ』ワード：黒コウジ菌のβ一マンノシダーゼ，β一マンノシダーゼ（黒コウジ菌），β一マンノシダーゼによるマンノー

　　　　　ス転移反応

　　　　　A肌｛μγ（β一mannosidase　of），β一mannosidase　ofん伽92篶transmannosylation　ofβ一mannosi〔lase

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔日下部　　　功・応用生物化学系〕

伊藤由美子：奄美大島佐仁集落の採集活動における文化生態学的研究

　　　　　　　　　　一『遊び』の申の自然利用一

Yu剛ko肚◎u　　　：　A　study　o看g勧h鉗ing鎚榊ities　in　Amami　ls1帥d，sou飾一w跳t　Japan，竹om

　　　　　　　　　　宜h㊧vi⑧w　poin苛of　cultur籔1⑧cology

　奄美大島の北部に位置する佐仁集落の現地調査により採集活動を通じた自然への関わりと，採集

物が集落の社会において果たしている意味について考察した。佐仁集落は紬産業と農業とを主な生

業とし，その一方で採集へ出かけている。採集は集落内の大きな関心事で，話題にされ，優れた採

集者は評価される。採集物は普段の食事や行事料理の重要な材料であり，大量に保存される。しか

し採集物を売買することは，好ましくないこととみなされ，集落内で頻繁に分配され，さらに集落

外へ小包で送られる。分配しあうことは親しみを表現する重要な手段で日常的な人間関係にある。

戦後の近代化によって変容した集落内で分配は人間関係の軋櫟を緩和する役割を果たしている。ま

た採集を『遊び』と表現し，売買を規制し，常に集落内で話題とすることで，一部の人による資源

の独占や過剰な収奪をさけ，周囲の自然環境の持続的な利用を可能にしていると考えられる。

キーワード：採集活動，行事，分配，遊び，資源の共有化

　　　　　gathering　act三vity，ceremony，distribution，play，communa1usage　of　resource

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔佐　藤　　　俊・歴史・人類学系〕

井　上　千　穂 褐色擬点の脱色に関与する微生物及びその生産する脱色活性物質に関する研

究
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Chiho1蘭ou㊧　　　：　Sc帽ening　of　defoxing　microo苧g淺ηisms　and　th⑧ir⑧n乏ym⑧

　紙質類文化財に発生する褐色斑点は生物劣化現象の一つであり，保存上の問題となっている。本

研究は褐色斑点の原因物質（以下褐色物質）の防除に関する基礎研究の一環としてモデル褐色物質を

用い，その生物的防除を微生物を用いて行おうとするものである。具体的には，モデル褐色物質を

脱色する微生物の探索そして当該微生物の生産する脱色活性物質について検討した。

　子のう菌2菌株，放線菌119菌株，担子菌132菌株の中からモデル褐色物質を最もよく脱色する菌

株として，担子菌Po肋o舳肋oわ伽舳θαを得た。無機培地を用いての振とう培養では82％といった

高い脱色率が得られた。菌体破砕後部分精製を行った。部分精製には等電点電気泳動法とゲル濾過

法を用いた。その結果，脱色活性物質は少なくとも二種類あり，等電点4．3分子量約1万のものと

約3～5万のものがあるらしいことがわかった。

キーワード：絵画の褐色斑点，脱色，メラノイジン系色素，アミノーカルボニル反応，自色木材腐朽菌

　　　　　foxing，deco1orization，melanoid三n　related　pigment，amino－carbonyl　reac乞…on，whiをe－rot－fungi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　以　正・応用生物化学系〕

今　井　和　敏　：　沿道駐車場への出入庫が幹線道路の自動車走行に与える影響

κa醐to曲i　lmai　：　↑胎e秤ect　o青c銚s　going　in　and　o雌o青せhe　roadside脾rkiηg楡cili竜i⑧s　on

　　　　　　　　　　cars　gOing　througy苛h⑧trunk　road

　近年，バイパス等の幹線道路沿いには自動車での利用が中心となる郊外型店舗が進出し，出入庫

車両の影響によって，幹線遺路では本来果たすべき白動車走行の円滑性・快適性の重視，高水準な

走行速度の保持といった交通機能が確保し難くなっている。そこで本研究では，幹線道路から沿道

駐車場への出入庫方法として直接型，側道体面通行型，側道一方通行型という3方法を考え，出入

庫方法の違いが幹線道路を走行する自動車にどの様な影響を与えるかを調べ，交通機能が確保でき

る出入庫の方法を考察する。分析には，自動車走行を計算機上で疑似できるシミュレーション・モ

デルを用い，自動車走行の円滑性・快適性の評価指標としては減速回数，走行速度の評価指標とし

ては旅行時間を計測する。シミュレーションの結果，側道体面通行型が，最も幹線道路上での自動

車走行の円滑性・快適性を高め，高水準な走行速度を保つということがわかった。

キーワード：沿道駐車場，幹線道路，コンピュータ・シミュレーション，側遣，旅行時間

　　　　　roadside　parl（ing　facilit1es，trlmk　road，computer　simulation，a　road　a1ong　the　trunk　road，travel　time

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔黒　川　　　洗・社会工学系〕

入　江　　　潤　：　骨格筋細胞におけるホスホフルクトキナーゼ局在について

Jun　lrie　　　　　　　　：　　lntr筏c⑧11ulaぎ1oc禽1iza首ion　of　phospho君ruc竜okinase　in　ske1etal　muscl⑧cel1s

　ホスホフルクトキナーゼ（PFK；EC2．7．1．1ユ）は解糖系においてATPによるフルクトースー6一り

ん酸のりん酸化を触媒する酵素であり，様々な代謝中間体によって活性の調節を受け，解糖速度を

制御している。骨格筋や心筋では代謝のためのエネルギー需要は主に解糖によって賄われており，
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PFKはこれらの細胞内のエネルギー供給の制御において重要な役割を果たしていると考えられる。

また，このPFKを含む一連の解糖系の酵素群が筋原線維の明帯に局在しているという報告がある

が，このことが酵素の機能上いかなる意義を持つのか大変興味深い。そこで，我々はPFKに焦点

を当て，抗ニワトリPFKモノクローナル抗体を用いてニワトリ骨格筋細胞におけるPFKの局在を

解析した。ニワトリ胸筋を用いてグリセリン筋，凍結切片を作製し，蛍光抗体法および免疫電子顕

微鏡法による解析を行ったところ，PFKはこれまで知られていた明帯以外に筋小胞体との関連構

造にも局在する可能性が示唆された。

キーワード：ホスホフルクトキナーゼ，解糖系，骨格筋，筋小胞体，局在

　　　　　phosphofructok1nase．giycolyt三c　pathway，ske…eta1muscle，sarcoplasmic　reticulum，localiza之ion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下條信弘・社会医学系〕

牛　田　　　等　：　アルミニウムを側脳室内に連続して投与したラットの行動に与える因子研究

Hitoshi　ushida　　：　　慶ehavioura1銚udi⑧s　o蘭continuol』s1ateζal　ven肺icular　injection　o牙像1umi一

　　　　　　　　　　師ium　lac幅t⑧in　r蝕s

　本研究では，アルミニウムの中枢神経に与える影響について調べるためにラットの側脳室内に乳

酸アルミニウムおよび乳酸を1週間連続投与し，実験動物運動量測定装置AMMEX－mAを用い

て自発行動量およびサーカディアンリズムのパワー値を経日的に測定した。その結果，対照群と！

μmo1／day－A1投与群では実験期間を通して変化は見られなかったが，2μmo1／day－A1投与群では

投与開始10，11日目頃から攻撃行動が観察され，また体重，摂水量，摂食量が減少する一方で，自

発行動量，サーカディアンリズムのパう一値が著しく上昇した。また，自発行動に変化がみられた

2岬o1／daザA1投与群について神経伝達物質を経日的に測定した。その結果，アルミニウム投与

により海馬のセロトニン濃度が低下しており，アルミニウムが記憶・学習障害に関与していること

が示唆された。

キーフード：アルミニウム，サーカディアンリズム，自発行動量，セロトニン，海馬

　　　　　aluminuum，circadian　rhythm，1ocomotor　activity，serotonine，hippoca㎜pus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下條信弘・社会医学系〕

内　囲　高　明　：　接地境界層における大気安定度とエアロゾル濃度分布との対応関係

↑aka誠i　uchida　：　On　th⑧昭1ationship　b銚ween肋e銚omosp汽餅ic　s胞bili取and肺e　dis肺ibu－

　　　　　　　　　　tionoft胎紺os61densi｝舳⑧su南囎boundaryl③y餅

　接地境界層において，大気安定度がエアロゾル濃度分布と深い関係にあることは経験的によく知

られているが，その関係を観測によって実証した研究例はこれまでにはない。そこで，秋季に筑波一

大学水理実験センターで可搬型ライダーによるエアロゾル観測と係留気球による大気安定度観測を

同時に行った。その結果，NCG（規格化濃度勾配）と大気安定度との間には正の相関があり，エアロ

ゾル濃度分布は大気安定度に強い制限を受けていることが推察され，NGCの時間変化に着目した
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方法で対応を調べたところ，安定度の一種である温位勾配がより大きいとき，エアロゾル濃度分布

はより扁在した形を示しやすいことが明らかになった。

キーワード：接地境界層，大気安定度，エアロゾル濃度分布，可搬型ライダー，規格化濃度勾配

　　　　　surface　boundary　layer，atomospheric　stabi…ity．distribution　of　the　aeroso1density，a　por色ab1e　LIDAR，

　　　　　normalized　concentrat量on　gradient

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔甲斐憲次・地球科学系〕

大島和伸：小員川河畔林林床における光利用性の季節的。空聞的パターンと絶滅危慎植

　　　　　　　　　　物をふくむ林床植物の保全

Kazunobu　Oshima　：　Spacia1該nd　s㊧aso阿壌1pa貧ems◎チlig械av禽ilabi1ity　and　conse～磁ion　o矛

　　　　　　　　　　リnd⑧rstoryρlants　of　th⑧ぎiparian　fOres掩0f　th⑧KOkai　Riv㊧「

　小貝川の河畔林は，河川敷に残された半自然植生として，また，多くの絶滅危倶植物の生育場所

として貴重である。しかし，茨城県水海道市では，1991年初めに治水上の理由でその一部が伐採さ

れ，林床の植物への影響が憂慮されている。本研究では，河畔林の存在または伐採の林床植物への一

影響を評価し，河畔林と絶滅危倶種の保全のための生態学的な知見を得ることを目的とした。

　林床の光利用性の空間的・季節的なパターンの調査から，絶滅危倶種の多く生育する林は光利用

性が高く，このために多くの夏植物が林床に生育していた。また，林床と伐採跡地とに生育する絶

滅危倶植物マイヅルテンナンショウの成長とミクロサイトの光利用性との関係から，林縁部がマイ

ヅルテンナンショウにとって最適な生育環境であると考えられた。これらの研究を通じて，林床か

ら林縁にかけての高い光利用性を維持するための，火入れなど適切な管理の継続の必要性が示唆さ

れた。

キー・ワード1河畔林，光利用性，林床植物，絶滅危倶植物，保全

　　　　　デiparianforests，l1ghtavaila舳ty，understoryplants，red－datap1ants，conservati㎝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔鷲　谷　いづみ・生物科学系〕

大　宮　直　明　：　直接投賢を通じた技術移転によるエネルギー消費抑制効果の測定

　　　　　　　　　　一圓タイ関係を事例として一

Naoaki　Omiya　　：　M㊧鎚u帽m⑧耐of　r艶t噸int⑧符ect　on⑧n鉗gy　coη馳mption　by　technology

　　　　　　　　　　肺畿nsf⑧r　肺rough　dir⑧ct　inv③銚m8nt－A　c禽se　sωdy　o看　Jap勧n一↑h禽iIand

　　　　　　　　　　r⑧1atiOn一一

　日本は世界でも最も省エネルギー型の国家だと言われている。本研究では，日本の省エネルギー

技術を海外へ移転した場合に生ずるエネルギー消費抑制効果の測定手法を提示するとともに，日タ

イ関係におけるシミュレーションを行った。

　技術移転の経路は，タイに進出している日系企業を通じた企業内技術移転と，日本企業からタイ

のローカル企業に対する企業問技術移転の二つとした。
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　方法としては，両国の産業別エネルギー消費原単位（物量表示）を省エネルギー技術レベルとし，

タイの日系企業のエネルギー消費原単位とローカル企業のエネルギー消費原単位を日本の産業別エ

ネルギー消費原単位に，技術移転係数を用いて接近させた。さらに，エネルギー消費原単位の変化

率を二国間産業連関分析におけるエネルギー産業からの投入係数（金額表示）と結び付けることに

よって，経済全体への波及効果を測定した。

キーワード：技術移転，省エネルギー，直接投資，産業連関分析，日タイ関係

　　　　　tec…lnology　transfer，energy　saving，direcξinvestment，input－output　analysis，Japan↑hailand　relation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔安　田　八十五・社会工学系〕

沖囲茂雄：橋梁の架橋景観と渡橋景観との評価構造について

Sれig㊧o　Oki晦　　　：　◎n飾㊧ev趨1蝸言ion銚削c汕帽o“he肘id⑬⑧vi⑧w術om　road禽nd　riv釧

　本研究では，橋梁を河川・道路軸2方向の景観から捉え，心理評価実験を行いその評価構造の分

析を行った。

　評価対象橋梁は，橋長300m程度の中小規模の橋梁を対象とし実験を行った。河川軸方向の景観

を橋梁を含まない「河川景観」，橋梁を主景とした「橋梁景観」，橋梁を含む河川景観として「架橋

景観」とし，道路軸方向の景観として橋梁上のみの「橘上景観」取付道を含む「渡橋景観」を設定

し，河川輔景観を三面スライドで，道路軸景観をビデオ画像による提示を行い，SD法による景観

評価実験を行った。各実験で得られた得点を因子分析により評価因子軸を抽出し，各景観の評価構

造を分析した。また各実験で共通して評価した形容対を用いた因子分析により得たザ自然性」「整

然性」「特徴性」の共通因子軸上で各提示景観における評価構造の変化を比較することで，架橋の

周辺の河」1ト遭路景観に及ぼす影響を分析した。

キーワード：橋梁，河川景観，道路景観，SD法，因子分析

　　　　　bridge，river　scape．1oad　scape，semantic　diffemt…a1method，factor　analysis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田島　　學・社会工学系〕

奥　野　耕太郎　：　植物組織培養技術の簡易化について

　　　　　　　　　　一農山村振輿と環境保全型農業の一助として一

終o砒鉗ou　O紅uno　：　Si獅plific銚io蘭of　p1釧ttissu⑧cu1眈昭t⑧chniqu鎚

　　　　　　　　　　一一↑iss1』⑧cultuζ⑧imvolv⑧d　inぎural　d⑧v⑧lOpm⑧nt　and　pr⑧s⑧rvation　of　rUr鼠1

　　　　　　　　　　釧VirOnm釧t白

　近年，地域振興と環境保全型農業の両立を目指して在来品種の地域特産物化を進める試みが各地

で始まっている。本研究ではこれらに植物組織培養技術を応用し，優良形質を備えたクローン苗を

安価に生産する方法を検討した。材料には国内に多数の在来品種が現存するツケナ類（肋α∬｛。α属）

を用いた。最初に側芽（腋芽）培養法を用いて大量迅速育苗を行う場合の培養条件，発根条件等を検

討した。次に生産現場への技術導入を念頭において技術の簡易化方策を提案し，その実行可能性を
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検討した。最後に組織培養苗生産に必要な費用，労働時問の試算を行い，経済的側面から丁般農家

及び農協等への技術導入の可能性について考察した。その結果，ハカラシナで16個の親株の側芽か

ら3ヵ月で約1万本の培養苗を生産することが可能となり，その費用は1本40円程度と試算された。

この値はツケナ類の生産には高すぎるが，花き，果樹等では十分採算が取れると考えられる。

キーワード：地域振興，在来品種，Brassica属，大量迅速育苗，経済性評価

　　　　　rural　deve1opnlent，…ocal　variety，13αγ∫∫｛cαspecies，micropropagation，eco薄0mic　ana1ys三s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔久　島　　　繁・応用生物化学系〕

押　山　知　之　：　南極海域における海氷と大気の季節変動に関する研究

↑omoyuki　Oshiy餐ma：　Anηu餐1v鉗i銚ion　oチs⑧a　ic⑧and勧mosph⑧ric　fie1cヨin盲h㊧A阿胞rc迂ic

　南極大陸周辺海域の海氷は，季節によって大きく変化し，秋期の増加よりも早い春期の減少とい

う特徴を持っている。本研究に於いては，海氷の変動と関係の深い気象要素である気温および風が

南極の海氷に如何に影響を及ぼしているかを，DMSPのSSM／Iのデータから得られた海氷密接度

の日単位データとECMWFの1000mbの一日2回の気温および風のデータを用いて考察することで

ある。解析は南極域を6領域に分けて，それぞれの領域での海氷縁，海氷量，気温および風の季節

変動を追った。その結果，海氷変動は気温の変動の影響を受け，位相は気温の変動の方が進んでい

る。海氷が大きく張り出す領域では海氷縁は最大拡大の位置を保ち，その後急速に後退する。春期

には海氷上の卓越風向が変化し，海氷の動きに影響を与えている。融解時の海氷は内部の海氷密接

度の低下により，より風の影響を受け，急速な減少を起こしている。

キーワード：南極，海氷，変動，ssM／1，EcMwF

　　　　　Antarct1c．sea　ice，variation．SSM／1，ECMWF

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔安　成　哲　三。地球科学系〕

樫木　洋：茨城県の作物生産に及ぼす大気中二酸化炭素濃度並びに気候変化の影響

削ro曲i　Ka曲iki　：　匿秤⑧cts　of　climat⑧chang⑧on　crop　produc｛ion　in　lb鉗鵯i

　大気中二酸化炭素濃度の上昇に起因する温室効果の増大が，気候変化を通じて茨城県のイネ（水

稲）の生産に及ぼす影響を，気象庁及び農水省が作成したメッシュ気候値を基礎データとして，潜

在収量を計算することによって検討した。

　また，異常気象の多かった1981年から1990年までの茨城県のイネの生育概況と気候の関係を生育

過程にそって調べ，茨城県のイネの生産にもっとも大きい影響を与える気候要因を調べた。

　その結果，温度上昇により茨城県のイネの潜在収量は増収することがうかがえた、さらに，過去

において平年よりも高温であった年はイネの生育が良好であった。

　したがって，温度上昇は，茨城県のイネの生産においては増収効果をもたらすと考えられる。

キーワード：二酸化炭素，作物生産，潜在収量，メッシュ気候値，温室効果

　　　　　carbon　d董ox量de，crop　Productiv…ty，Potentia1yie1d，mesh，9reen　house　effect

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕
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片　員　達　之　：　陛G－SOO及びβ一カロチンの投与がメチル水銀暴麗動物の脂質過酸化に与

　　　　　　　　　　える影響

↑at馳yuki　Ka胞gai：　蓬秤⑧ct◎f砕匿G－SO〔）andβ一c鉗ot釧⑧on　lipid　p餅oxid餉on　in　m敏hyl　m⑧r－

　　　　　　　　　　cWadiministra胞danimals

　水俣病の原因物質であるメチル水銀は，その毒性発現以前に生体内で脂質の過酸化を起こす事が

知られ，主体内での脂質過酸化にはフリーラジカル（02』，102，・OHなど）の関与が知られている。

そこで，本研究では02凹消去活性を持つSODおよび102消去剤β一カロチン投与が塩化メチル水銀

（MMC）投与による脂質過酸化に与える影響を検討するため，1）ラットにMMC及びPEG－SODを投

与して，2）β一カロチン含有餌で飼育したマウスにMMCを投与して，臓器申の過酸化脂質量，総

水銀濃度を測定した。その結果，SOD投与は大脳，小脳，腎臓で過酸化脂質量を低下させ，総水

銀濃度に変化を与えなかった。β一カロチン投与は脳中の過酸化脂質量を増加させ，脳，肝臓，腎

臓中の総水銀濃度を増加させた。以上の結果から，SOD投与はメチル水銀毒性を軽減させ，β一カ

ロチン投与は毒性を増強する可能性が示唆された。

キーワード：メチル水銀，脂質過酸化，PEG－SOO，β一カロチン

　　　　　methyl　mercury，1ipid　peroxidation，PEG－SOO，β’carotene

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下條信弘・社会医学系〕

金子佳寛：二重固定化ワサビ細胞によるキチナーゼの効率的な生産

Yosh巾iro　Kan⑧ko：　隆秤icienセprodリction　of　chi迂inase　by　im欄obilized　W蔓s禽わね畑ρo榊ca　c⑧11s

　　　　　　　　　　in　doub1e＿I餐yered　ge1fibers

　近年，水産加工工場から出るエビやカニの甲殻などのキチン質が，冷凍食品の普及に伴い莫大な

量の産業廃棄物となり環境問題となっている。そこで本研究では，キチンの有効利用の一環として，

キチンの分解酵素であり従来の微生物由来のキチナーゼにない特有の性質をもつ有用なキチナーゼ

を生産するワサビ細胞に注目し，ワサビ細胞によるキチナーゼの効率的な生産を試みた。

　これまで，植物細胞による有用物質の生産では目的生産物が細胞内に蓄積するという大きな壁に

当たっていたが，本研究では植物本来の生体防御反応を利用し，エリシター様物質であるアルギン

酸で細胞を固定化することにより，キチナーゼを細胞外に積極的に分泌させ多量に生産させること

に成功した。さらに，細胞を二重固定化することによって，これまで植物細胞の固定化で問題となっ

ていた細胞の漏出を防ぎ，キチナーゼの分離回収を含めた効率的な長期生産システムの確立に成功

した。

キーワード：キチン，キチナーゼ，エリシター，アルギン酸，二重固定化

　　　　　chitin，ch…tinase，elicitor，alginate，immobiHzation云n　doub1e－1ayered　ge1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田　申　秀　夫・応用生物化学系〕
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上　村　一　臣　：　炭酸ガス削滅のための省エネルギー政策の効果と圓本経済への影響の評価

Kazuomi　Kamimu獺：　Th⑧val1』就ion　o予saving⑧n⑧rgy　po1icy⑧秤⑧oセfor　c鉗bon　di◎xid⑧鴫duc－

　　　　　　　　　　ti◎n餐nd　Japan⑧s⑧6como棚ic　imp禽c掩

　地球環境問題の中で解決が困難な間題の一つに挙げられる地球温暖化問題への対策としては，温

室効果ガスの二酸化炭素の排出量を削減することが考えられるが，この対策の実行はエネルギー消

費の抑制につながり，経済にマイナスの影響を与えるのではないかと懸念される。

　本研究では，省エネルギーの効果を内生化したところに特徴をもつエネルギー・経済システム相

互作用モデルを作成し，エネルギー価格に輸入課徴金と炭素税をそれぞれかけた場合のシミュレー

ションをおこない，2000年度と2010年度の日本のエネルギー消費，二酸化炭素排出量，GNPなど

を求めた。

　シミュレーションから，省エネルギーの効果は大きく二酸化炭素排出量削減のためにエネルギー

消費の抑制をおこなっても日本経済にマイナスの影響はないという結果が得られた。

キーワード：地球温暖化，二酸化炭素，省エネルギー，輸入課徴金，炭素税

　　　　　g1oba…warming，carbon　diox三de，saving　energy．import　surcharge，carbon　taxation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔安　田　八十五・社会工学系〕

神　谷　顕太郎　：　休耕囲の実態と生産環境に与える影響

終en童arou　Kamiya：　　↑h⑧situ餐tion　o書fal1ow　paddy　fi⑧lds　and肺e⑧秤ect金on⑧nviぎonm⑧ηt　of

　　　　　　　　　　ri囎陥1ds

　近年，農業に関する問題の中でクローズアップされてきたのが休耕田に関する問題である。この

休耕田について，休耕される原因，休耕された水田の選択理由，休耕田が周囲の生産環境に与える

影響を，圃場条件を申心にして調査を行った。

　休耕される原因では，減反政策や農業従事者の高齢化，後継者の不足など社会経済的要因が重要

であり，圃場条件は2次的要因となりやすいが，休耕された水田の選択理由では，農道からの距離，

区画の大小などの圃場条件，特に排水不良が圃場整備の有無に関わらず重要となる。

　また休耕田が周囲の生産環境に与える影響は，雑草や用水の水温などの面で出ているが，雑草の

影響は圃場整備がされている場合は小さい。

　以上のことをまとめると，休耕田に関する問題では，用排水組織の完備や農道の整備，区画の整

備などの圃場整備が重要な方策の一つであるといえる。

キーワード：休耕囲，圃場状況，社会経済的要因，排水不良，雑草

　　　　　fa1low　paddy　f三eld，fie1d　system，socia1and　economic　factor，poor　drainage，weeds

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔多田　　敦・農林工学系〕

川島健エキソ型アルギン酸分解酵素の探索と諸性質の解明

K⑧n版禽w禽shim禽　二　　Searchin⑬and　prop⑧戊i㊧s　of⑧xo－al⑭in餐言⑧一d8gr禽ding　enzy醐⑧s
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　アルギン酸は褐藻類の細胞壁および細胞間隙に存在する生化学的に難分解性の酸性多糖であり，

増粘剤・安定化剤・ゲル化剤として食品や化粧品へ，また，酵素や微生物の固定化用担体として広

範に利用されている。本研究は，酵素法によりアルギン酸の構造を決定するために必要なエキソ型

アルギン酸分解酵素を探索し，同酵素の諸性質を解明することを目的としている。アルギン酸オリ

ゴ糖を唯一の炭素源として液体培養を行い，アルギン酸分解酵素を生産するバクテリアを自然界よ

り単離し，同菌株の菌体内エキソ型アルギン酸リアーゼを部分精製した。本酵素が作用するための

基質の条件は，オリゴ糖の非還元末端が不飽和糖またはマンヌロン酸であること，および遺元末端

がピラノース型であることが明らかとなった。本酵素の反応至適温度は40℃，至適pHは7～8で

あった。また，本酵素の活性発現にはCa2＋などの金属イオンは不必要であった。

キーワード：アルギン酸（分解酵素），アルギン酸リァーゼ（エキソ型），アルギン酸リアーゼ生産菌，基質特異性（アル

　　　　　ギン酸リアーゼ），アルギン酸オリゴ糖

　　　　　・1gi・i…id，・1gi・・t・1y…（…一），b・・t・・i・，P・・d・・1㎎…一・lgi・・t・1y…、・・b・t・at・・p・・1fi・it”f・lgi・・t・

　　　　　1yase，a…9inate　oligomer

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔日下部　　　功・応用生物化学系〕

北村兼三：圃液混相流体のせん断試験

版釧醐終i胞m雌：Sh鎚r鶴tinso1id－1iquid榊o一帥鑓⑧flow

　土石流は水と土砂礫の混じった固液混相流体と考えられる。土石流には泥流型と石礫型があり，

石礫型土石流は，Bagm1dの示したダイラタント流体の理論を開水路の定常流に適用した高橋によ

る式によってその流速分布が説明されている。Bagno1dの示したダイラタント流体の理論では，粒

子流においては，流体中の固体粒子間の衝突による効果が流れに対して重要な要素であり，通常の

流体と異なりせん断方向に対して法線方向に垂直応力Pを生ずるとし，せん断応力丁とPの間に

は，T＝P・tanφの関係があると説明している。ここで，tanφは内部摩擦角である。

　本研究では，共軸二重円筒形回転式せん断詠験装置を用いて固液混相流体のせん断試験を行い，

応力とひずみ速度の関係を調べた。丁及びPはひずみ速度du／dyの2乗に比例し，tanφ＝O．26と

いう結果が得られた。

キーワード：土石流，固液混相流，ダイラタント流体

　　　　　debris　f1ow，soiid－1iquid　two－phase　flow，dilatant　fluid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔天　田　高　白・農林工学系〕

金　　　賢　玉　：　担子薗凝乳酵素の特異性に関する研究

Hyonok民i棚　　　　　：　　Study　on　sp⑧cificiせy　of棚ilk－clo斌ing　enzyme　from圏asidio閉yc③tes

　チーズは，世界中で千数百種はあるミルクを材料とした加工食品の一群の総称であり，その製造

には凝乳酵素が必要である。現在では市場二一ズの多様化に伴い，より特徴的な凝乳酵素の開発研

究が望まれている。本研究では，凝乳活性／蛋白分解活性の比が高く，ペプスタチンAにより阻害
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され，既に凝乳酵素生産菌として同定されている助θκ1α。エ舳株より熱に不安定な凝乳酵素を生産

する担子菌ムαθゆo伽∫∫〃肋〃舳8株を探索した。次いで粗酵素をゲル濾過および陰イオン交換クロ

マトグラフィーを用い部分精製し，キャラクタリゼーションを行った。ム、∫ψん〃舳8が生産する凝

乳酵素は分子量が約50，000（SDS－PAGE），等電点約3．5，至適pH2．6，至適温度55℃，温度安定性

’＜30℃，ペプスタチンAによる50％阻害が終濃度10凹8M，α、1一カゼインの疏水性アミノ酸残基

Phe（23）一Phe（24）間を切断し，＾α6f舳re㎜et抗血清と交差した。

キーワード：凝乳酵素，担子菌，熱安定性，アスパラギン酸プロテア←ゼ，基質特異性

　　　　　milk－c…otting　enzyme，Bas1diomyce乞es．heat　stabi1ity，aspartic　protease，substrate　specificity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔日下部　　　功・応用生物化学系〕

桐　井　修　二　：　アトリウム空聞の形態とその意味構造に関する研究

ShyjiKiぎii　　　：　A銚1』dyo青atriumformand肺eirsemantics竹uc鮎帽

　本研究の目的はアトリウムという空間のその意味の構造を定量的に明らかにし，仮説を検証する

ことである。そこで方法としてまず，雑誌，文献などから「アトリウム」として紹介されているも

のよりアトリウム空間の定義を導き出し，その形態上の特徴から4つに分類した。次にこの定義と

分類をもとにビデオ撮影による対象空間の採集を行い，ビデオを元にSD法の評価実験を行った。

この分析結果を元に各アトリウムの代表を1つずつ4つのアトリウムを選定し，そg）4つのアトリ

ウムを対象にSD法による評価実験を現地において行った。また，前述のビデオ評価実験の結果か

ら新宿NSビル，シーバンスについては，さらに空間の使われ方を調査し，ポイントごとに現地に

おいて評価実験を行った。結果として，各SD法評価実験より因子分析を行いその各対象空間の意

味構造を明確にした。また仮説が実証されることを示し，アトリウムを計画，設計する際の方向性

を決定する基礎的な資料を得た。

キーワード：アトリウム，都市デザイン，オープン・スペース，歩行者，SD法

　　　　　atrium，urban　design，open・space，wa1ker，semantic　defferential　system

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔小場瀬　令　二・社会工学系〕

倉賀野　林太郎　：　胎釧domOη鎚属細菌によるカルバゾールの分解

Rintarou　Kuragano　：　　D⑧gぎad創ion　of　c禽fbazo1e　byρs⑧ωdomoηas　sp⑧ci⑧s

　カルバゾールは，化石燃料中に含まれる窒素化合物として知られ，工業原材料としても多用され

ている難分解性物質の一つである。本研究では，カルバゾールを分解，資化できる2種類の

1）∫舳do榊o〃α∫属細菌（1〕．∫舳鮒｛とCA－09株）を用いて研究を進めた。

　R∫舳鮒づは5000pp㎜濃度のカルバゾールを36hで58％，CA－09株は42hで34％分解し，既報の

細菌と比べてはるかに高い分解能を有していた。また，両菌株ともカルバゾールの分解は補助炭素

源および窒素源の添加によってほとんど影響を受けなかった。R∫舳鮒｛のカルバゾール代謝産物

をTLC分析に供した結果，CA－09株には見られないスポットが現れ，これを各種機器分析に供し
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て構造の推定を行った。一方両菌株ともカルバゾール非存在下で培養すると高頻度でカルバゾール

資化能欠損変異株を生じ，この変異株はカルバゾール分解酵素群全体の機能を失っていることが示

唆された。

キーワード：カルバゾール，P∫ωdo榊α伽属細菌，分解，代謝，変異株

　　　　　carbazole，P3〃do閉㎝α∫sp．，degradation，nletabolism，mutant

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　原　忠　篤・応用生物化学系〕

桑　畠　健　也　：　農山村活性化と地域資源の持続的活用に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　一山形県西川．町を具体的事例として一

Kenya　Kuw餉銚a：　A蟹鎚ic　s池dy　on　r岨餐1餅髄developm⑧耐肺rough　s鵬tainabl⑧us⑧of

　　　　　　　　　　則聡1鉗鯛r鎚au鵬：A蝸髄s言udy　in　M鮒1KAWA－WO　YAMAGA↑A

　　　　　　　　　　P総胎ctur⑧

　本研究は，農山村地域である山形県西川町の「活性化」を分析評価する試みである。活性化の評

価の確立している行政の活性化からは，国や県の政策メニューを遂行する「情報受信型行政」から，

政策形成型の「情報発信型行政」に転換したことがわかった。活性化を評価する3つの条件として，

①人口，②生活の質，③産業の3つについて1町の社会経済を分析したところ，産業の質が生活の質

と人口の構造に影響することがわかった。産業の質が，他地域産業の誘致・導入などによる「情報

受信型産業Jから，地域資源のポテンシャルを活用した「情報発信型産業」が興ってきていること

がわかった。「情報発信型産業」は，地域のソフト開発力の蓄積を促し，地域資源を持続的に活用

する方向へ地域を誘導する。以上の点から，農山村地域の活性化には，行政や産業が自律的な，情

報発信型であることが必要条件と言える。

キーワード：活性化，地域資源，持続的活用，情報発信型産業，情報発信型行政

　　　　　activat三〇n，regional　resauce，susta三nab1e　use，autonomous　industry，autonomous　adm1n三stration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕

小　島　康　弘　：　前橋・高崎市民の心象風景に関する研究

Y鎚uhiro終ojima：　A　s池dy　on　men胞1s鵬n⑧W　of飾e　citi鵬ns　o守M髄bashi帥d　T飲鎚欲i

　本研究は，思い出や感情とともに忘れることのない風景を心象風景と定義し，この心象風景の特

性を研究した。心象風景を，①原風景，②青年期風景，③現況の好ましい風景に分けて調査し，都

市住民がどのような風景体験をしてきたかを把握した。本研究は，前橋市・高崎市を研究対象地と

している。そして，分析の結果，次の事が得られた。

　①心象風景がどのような行動・感壷・感情をともなって言雌されているか。②心象風景を風景構．

成要素・構図・季節・時間帯により分類することができた。③前橋・高崎市民の心象風景の推移を

把握することができた。④前橋市民・高崎市民の好ましい風景として「山並を中心とした風景」「河

川を中心とした風景」「街並・街路樹の風景」であったが，その背景として過去の心象風景との関
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連を調べると，過去の風景体験が，現在の風景に対する価値観に影響していることがわかった。

キ山ワ㎞ド：心象風景，記憶条件，風景分類，心象風景の推移，風景の価値観

　　　　　mental　scenery．condition　o乏㎜emory．一classification　of　scenery，changes　of　mental　scenery，va1ue　jadgment

　　　　　for　scenery

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田島　　學・社会工学系〕

米　岡　久　徳　：　中高層建築の集合する街区からの流出人口の研究

Hisanori　Kom⑧o虻8：　Oevelopm⑧榊of　simu1銚ion　mod⑧1for　ev鎚蝸｛ing　P⑧rso鵬from　midd1③

　　　　　　　　　　andhighri舵bui1dingsc1榊餅

　震災時，市街地の各建築物から路上に溢れ出す人口の推移を求めることは，避難誘導方策を考え

る際の基礎資料としての意味を持つ。

　従来の人口に関するデータは，町丁目程度の範囲を一単位としたものであったが，本研究におい

ては，より詳細な防災計画の策定のため，一街区を単位とした流出人口を簡便に求めるための手法

を開発した。

　街区単位の流出人口を求めるためには，まず，街区内の滞在人口を推計する方法を確立し，その

後，街区内の避難者の流出傾向を推計するといった二つの段階を必要とする。本研究はこれらの問

題をとりあげたものである。

　前半の街区単位の滞在人口の推計については，町丁目単位の人ロデータを使用し，街区内の各階

別の人口を導き出す手法を構築し，後半の街区からの流出人口の推計については，シミュレーショ

ン計算によって，各階毎人口の，街区外への流出傾向を再現することを試みた。

キーワード：街区，流出人口，申高層建築，人口配分モデル，避難モデル

　　　　　bui1dings　c1uster，outf1ow　popωation，㎜idd1e　and　high　rise　bui1dings，distributing　popu1ation　mode1，evacua－

　　　　　tion…node1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔梶　　　秀　樹・杜会工学系〕

齋　藤　英　樹　：　熱帯林破壊と農地拡大および道路密度の関係についての研究

　　　　　　　　　　一タイ王国カンチャナブリの事例一

Hid⑧1〈i　Saito　　　：　A　sωdy　on　d勧or鵠言銚ion像nd⑧xp釧sion　of　a町icu1tu噸11and　in　t釧ms　of

　　　　　　　　　　road　densi盲y　in　Kancha11禽buri，下hailand

　現在熱帯林破壊が重要な環境問題の一つとされているが，その主な原因が農地拡大，商業伐採，

放牧であることはよく知られている。本研究では今まで研究等を検討した結果，次のような仮説を

立て，その検証を行った。

　仮説：タイの熱帯林破壊の主原因は農地拡大である。特に農地については新たな開拓と放棄がく

りかえされ，粗放な農業が行われており，高い道路密度がそれを促進している。

　研究手法には，リモートセンシングを用いた。
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　結果：道路密度と農地面積率，森林面積率の間には有意な相関がみられた。時系列的な研究では

なかったため，因果関係まで示すことはできなかったが，他の国や地域との比較等の社会科学的考

察などから，熱帯林破壊と農地拡大および道路密度の間には，関連があることがわかった。

キーワード：熱帯林，リモートセンシング，農地拡大，道路密痩，タイ

　　　　　tropica1｛orest，remote　sensing，expansion　of　agricu三tura11and，road　density，Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　　　徹・農林学系〕

坂　本　禎　志　：　黒ボク土のアルミニウム（鉄）腐植複合体の形態変化におよぼす植生遷移の影

　　　　　　　　　　響

↑㊧iji　Sakamot◎　　＝　　↑h⑧⑧秤⑧c幅of　veg亀tation譲1succession　on　th⑧chang⑧in⑧xisting　form　of

　　　　　　　　　　創mi舳n（ir㎝）一humus㏄岬1銚跳inAndso1

　本研究では，アルミニウム（鉄）腐植複合体の形態変化に注目して，植生遷移（ススキ草原→アカ

マツ林→広葉樹林）にともなう黒ボク土A層の退色化のプロセスを明らかにすることを目的とし

た。複合体の腐植の形態分析によれば，植生遷移の進行にともない，全炭素，腐植抽出割合，PQ

値およ．び腐植酸のRFは低下し，腐植酸の量および腐植化度が同時に低下した。この際，腐植の構

造が変化することも腐植酸の赤外吸収スペクトルおよび炭素13核磁気共鳴スペクトルにより明らか

であった。なお，アカマツ林下の土壌中にはススキ草原下の土壌よりも多量の低分子脂肪族カルボ

ン酸が存在した。以上の結果から，植生遷移が進行すると，まず，低分子脂肪族カルボン酸などの

影響で，アルミニウム（鉄）が腐植から解離し，続いて，腐植は微生物などによって分解され，その

結果，腐植の量および腐植の構造ともに変化が生じ，黒ボク土が退色化するものと考えた。

キーワード：アルミニウム（鉄）腐植複合体，植生遷移，黒ボク土，A層の退色化，低分子脂肪族カルボン酸

　　　　　aluminium（iron）一hu㎜us　comp1exes，vegeをationa三succession，andso1，decoloration　of　black　Ah　horizon，law－

　　　　　　wolevla－weight　a1iphatic　carboxylic　acid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔東　　　照　雄・応用生物化学系〕

匂　坂　隆　撞　：　住宅地街路景観の景観記憶に関する研究

↑akahiro　Sagisaka　：　　A　study　of　scen㊧memory　on　the　s肪eeせscap③of　r⑧sidentia1ar◎a

　本研究では，住宅地の街路景観を対象として，記憶に残っていく景観とはどのような景観なのか

を，景観記憶の時間的変化，構成要素，景観評価，人間の注視行動との係わりの中で明らかにする

ことを目的とした。

　ビデオによる景観刺激提示を行った後，静止画像を用いて景観記憶実験を，直後，1日後，1月

後の3時点で行った。

　結果の概要について，路面舗装が記憶に影響している。また樹木や塀，電柱等も記憶に影響して

いた。評価との係わりでは，街路のデザイン性が全時点において，また，成熟度が1月の長期にお

いて影響していることが明らかになった。
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　注視行動との係わりでは，路面舗装や添景要素が記憶を向上させる影響が見られた。また路面と

塀への注視はあまり見られなくても記憶に残りやすく，これらへのデザイン的配慮は記憶に効果的

であると考えられる。

キー一ワード：景観記憶，街路景観，分節点，シークエンス景観，景観刺激

　　　　　scene　Inenlory，street　scape，division　point，sequence　o｛1andscape，scene　stimu王us

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田島　　學・社会工学系〕

崎　山　夏　子　：　茨城県南部の農村集落における近世後期以降の林野利用の変遷に関する研究

N磁suko　Sakiyama　：　　A　sωdy　on飾e　u舖ization　ohanges　of　gr登ss　land　and肋e　p1ain　for㊧銚s　of

　　　　　　　　　　Japan③se　r⑧d　pine　in　souせheぎn　area　of　lbaraki　Pr⑧fectur⑧

　本研究は茨城県南部の稲敷台地上において牛久市南部の女化原とその周辺集落の事例を取り上

げ，明治前期と昭和期における原野の分布の変化の要因について農業的利用の面から考察すること

を目的とする。近世後期に女化原はススキ草地の原野で，自給的な農業を営む周辺の集落の入会地

であり，牛馬の飼料・自給肥料刈敷の供給地として重要であった。明治10年代にススキの原野がア

カマツ平地林や畑に変わる。この要因には士族授産事業による開拓の始まり，購入肥料の普及，薪

炭需要の拡大があったことがわかった。採草地であった原野の分布が縮小してくる過程で，自給肥

料はアカマツ平地林の落葉・下草からの堆鹿肥が中心となり，以前から薪生産が盛んであったアカ

マツ平地林では，薪炭林の役割をさらに増しながら，自給肥料供給地としても重要になっていく。

アカマツ平地林の分布と多目的な利用には女化原周辺のように明治以降に形成されたものも存在す

るといえる。

キーワード：茨城県南都，ススキ草地，薪炭林，肥料，開拓

　　　　　southern　area　of1baraki　Prefecture．grass　lands　ofJapanese　pampas　grass，coppices，manure，cu1tivation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕

桜井葉子：舶ρ研g1〃蝸がg鉗のα一ガラクトシダーゼの基質特異性に関する研究

Yoko　Sakurai　　：　Sセudies　o守subs耐at⑧　speci看icity　of　α一galactosidas⑧from　＾sρ⑧rg〃1ωs

　　　　　　　　　　榊9餅

　農産廃棄物の生化学的利用等に用いられる糖質加水分解酵素は，基質調製が困難な為に基質特異

性の解明が難しい。本研究では糖転移反応を利用して＾卿g〃〃”伽γのα一ガラクトシダーゼのよ

り広い基質特性を明確にする為の研究の一環として以下の結論を得た。

　1）ニゲロースとコージビオースを既報の方法を改良して合成した。本酵素は両糖の還元末端グル

コースの6位水酸基にガラクトースを転移し，転移物を加水分解した。

　2）本酵素は，グルコニ糖の中ではコージビオースとラミナリビオースに対して，より高い転移率

を示した。

　3）本酵素は，ガラクトースに対してグルコース，マンノースよりも速くガラクトースを転移し，
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またその転移物（GalA）を他のもの（G1cA，ManA）より速く加水分解したので，転移反応で生成しや

すいガラクトシド結合は，加水分解されやすいと結論した。

キーワード：クロカビのα一ガラクトシダーゼ，α一ガラクトシダーゼ（クロカビ），ガラクトース転移，ニゲロースの合

　　　　　成，コージビオースの合成

　　　　　～畑〃・∫・畑γ（α一9・1・・t・・1d…）、α一9・1・・t・・id…至・・m＾ρ吻〃・∫・1μ．t・…g・1・・t・・y1・ti・・，・ig・・…

　　　　　（sy・th・s1sof），kojibiose（sy・thesisof）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔日下部　　　功・応用生物化学系〕

佐藤博芳：ディーゼル排気粒子のアレルギー反応に及ぼす影響

hiroyoshi　S勧o　　：　　優秤⑧ct　of　diese1⑧xhau銚pa吋ic1es　on籔11⑧rgic鴫acせion

　気管支喘息の発症は，一般に，IgE抗体産生増加を根幹としたアレルギー反応で説明されている。

スギ花粉症の発症にディーゼル排気粒子（DEP）が関与することが示唆されており，同じアレルギー

疾患である喘息についてもDEPと関与する可能性が考えられた。そこで，マウスに卵白アルブミ

ン（OA）あるいはOA＋DEPを気管内投与し，血清中のIgE抗体産生レベルの変化と抗原誘発で遊離

したヒスタミン，LTB4，C4を測定し，炎症のマーカーとして気管支粘膜下組織の好酸球，好中球

数を計測した。その結果，OAに加えDEPを投与することによりIgE抗体産生の充進，好酸球数の

高い傾向，好中球数の有意な増加，およびLTC4の遊離パターンが早まる傾向が観察された。よっ

て，抗原とDEPを吸入した場合，より早くLTC4が遊離されることにより発作性気道収縮を起こし，

喘息様病態発症を早める可能性が示唆された。

キーワード：ディーゼル排気粒子，IgE抗体，ロイコトリエン，好中球，1喘息

　　　　　diesel　exhaust　partic三es．immunoglobu1三n　E，1eukotriene，neutrophi1，asthma

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下條信弘・社会医学系〕

佐　野　朋　子　：　環境ストレスによる植物グルタチオン還元酵素遺伝子発現機構の解明

↑omoko　Sano　　　：　　M⑧chanism　of飾e　g⑧n⑧⑧xpゴession　of　p1ant　g1雌athioη⑧r⑧ductas⑧wi飾

　　　　　　　　　　㊧nvironm⑧n胞1銚帽ss

　環境ストレスによるグルタチオン遠元酵素（GR）増加機構を遺伝子レベルで調べる目的で植物GR

遺伝子のcDNAクローニングを行った。ホウレンソウ（∫伽αcづαolθγα3｛αL．cv．）成熟葉からポリ（A）十

RNAを得た後，岡山一Berg法を改良した方法でpBLUESCRIPTSK（一）をベクターとしてcDNA合

成を行い，XLI－Blueを形質転換し，約3×105個のcDNAライブラリーをスクリーニングしたとこ

ろ，抗体と強く反応する1個のクローン（pGR）を得た。pGRは，明らかに高いGR活性を発現し，

イムノブロット法によりホウレンソウ葉GR抗体と強く反応するcDNAにコードされたGR蛋白質

の生成を確認した。この蛋白質は，精製ホウレンソウ葉GRより若干分子量が大きかったが，これ

はβ一ガラクトシダーゼの融合蛋白質として発現するためである。pGRは，Hind－III，pstI，PVU　I1

の切断面を持つ約2．Okbpのインサートを含み，GR遺伝子の全長を含む可能性があると考えた。
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また，PGRの一部の塩基配列を決定した。

キーワード：遺伝子発現，グルタチオン還元酵素，cDNAクローニング，ホウレンソウ

　　　　　gene　expression，glutathione　reductase、’c◎NA　cloning，spinacb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔石塚暗造・応用生物化学系〕

佐　野　秀　樹　：　M1酬Aを用いたグループIイントロン内融A間の相互作用の証明

Hideki　Sano　　　　：　　M1　帰NA：a　probe　to　detect　t⑧吋i鉗y　int⑧噸ctions　o青RNA；bioche剛ical

　　　　　　　　　　demOns析atiOn　Ofせ⑧吋iary　inteぎactions　o看騨7and　P7’regions　o看groリp　I

　　　　　　　　　　i耐rOn

　今までにグループエイントロンの配列が数多く決定されている。それらのデータを基にリボザイ

ムの活性に必要な塩基及び塩基対が明らかにされ，そのモデルが提出されている。私は，P7とP7’

領域の相互作用が本当に成立しているかどうか，生化学的手法を用い実験的に確かめることを試み

た。種々のグループIイントロンの配列を見てみると，その多くでP7’領域での3’側にCCA配列

が存在することがわかった。そこで5’側のステム構造とその3’側のCCA配列を認識し，他方の51、

側を切断するリボザイムであるMl　RNAを用いてこの相互作用の検出を試みた。P7領域にCCA配

列を持つオオハネモ葉緑体ゲノムDNA中のLeu－tRNA中に存在するイントロンを用いて実験を

行ったところ，A（99）とA（！0！）の3’側が特異的に切断された。また変異体を用いCCA配列，スラ

ム構造に対する特異性の検討を行った。

キーワード：グループIイントロン，Ml　RNA，リボザイム，相互作用

　　　　　group　I　i耐ron，Ml　RNA，riboz量me，tertiary　interact…on

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔高　野　健　三・生物科学系〕

柴　囲　静香　：　数種コナダニ類フェロモンの構造活性相関

Shizuka　Shib就a　：　　S鮒1』ctu帽一ac斌vity鴫■銚iOnship　of飾◎s⑧x　Ph⑧rOmOne亀na10gs　again銚twO

　　　　　　　　　　speci鵠ofa囎rid舳鵠

　貯蔵食品害虫のムギコナダニ（ん舳o助肋〃30〃α肋∫）とオソアシブトコナダニ（ルαγ〃∫｛榊榊o舳∫）の

雄に交尾行動を起こす性フェロモンとして，2－hydroxザ6一㎜ethylb㎝za1dehyde（2，6¶MBD）が同定

されている。そこで2，6－HMBDのフェロモン類縁体27種を調製し，これらのコナダニに対して雄

同士のマウント行動をモニターとして構造と活性の相関を検討した結果，ムギコナダニではトルエ

ンのオルト位にカルボニル基を持つ化合物に活性を確認した。また，サリチルアルデヒド類縁体で

は，オソアシブトコナダニにマウント活性を認めたが，ムギコナダニではマウント活性はないもの

の歩行活発化を見いだした。さらに，構造の厳密さを要求する昆虫のフェロモンの場合と異なり，

ダニのフェロモンでは構造の許容範囲が広い事が裏づけられた。

キーワード：性フェロモン，2一ヒドロキシー6一メチルベンズアルデヒド，ムギコナダニ，オソアシブトコナダニ，構造

　　　　　活一性相関
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sex　pberomone，2－hydroxy－6－methy1benzaIdehyde，λ1刎γog妙ρん洲　ωα肋∫，λcα伽3　｛伽榊o肋〃3，structure－

activity　re1at｛onship

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔石塚暗造・応用生物化学系〕

渋谷恵理：総合保養地域整備法の運用についての考察

　　　　　　　　　一地域開発政策の一事例研究一

酎i　Shibuya　　　　：　Consid釘磁ion　on　apP1ic磁ion　of　“Th⑧　a碗　on　肺⑧　d⑧v⑧1opme耐　of

　　　　　　　　　　C0棚pr⑧h⑧nSiV⑧reSO耐ar③aS”

　　　　　　　　　一A　c認s⑧銚udy　of　r㊧gi◎nal　d⑧v⑧lopment　po1ioy一一

　昭和62年に成立した総合保養地域整備法に基づくリゾート地域整備は現在，各地で行き詰まり，

法の運用が見直しされている。本研究では，衆参両議員委員会会議録を整理分析して国の政策とし

ての法の制定過程上・運用上の問題点を把握し，さらに地方自治体のリゾート地域整備の状況を調

査した。その結果，法の運用が行き詰まった直接の原因は，法の趣旨に適合するリゾートを整備す

るための措置か不足していること，国は地方自治体のリゾート開発基本構想が法の趣旨に適合して

いるか，地方自治体が自主的に措置を講じるのか，十分な考慮をせずに安易に基本構想の承認を行っ

ていることである。さらにこの問題が起こった背景には，法制定時に国会での審議が不十分だった

こと，法案作成時から国の将来計画が不足していたこと，リゾート開発ブームが起こり弊害が大き

かったことがあげられる。

キーワード：総合保養地域整備法，地域開発，立法過程，国土政策，KJ法

　　　　　The　act　on　the　developme耐of　comprehensive　resort　areas．regional　development，1eg…slative　process，

　　　　　nationa1land　policy，KJ　method

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔安　田　八十五・社会工学系〕

下　囲　晋　也　：　高出カ半導体レーザーを用いた可搬型ライダーの開発とフィールド観測への

　　　　　　　　　　応周

Shiny禽Shi剛oda　：　　巨）⑬v⑧lop㎜⑧械of　a　po吋abl⑧　lid餐r　syst⑧m　using　high　pow⑧r　diode　las⑧r

　　　　　　　　　　and　i幅禽pp1ioation　to　field　m⑧asurem⑧nセs

　本研究では，高出力半導体レーザーと疑似ランダム変調技術を利用した可搬型ライダーを開発し，

実際に気象観測に使用することによりその性能の検証を行った。」本ライダーは非常に小型，軽量

（80kg）であり，ひとりで運搬，組み立て，運用が可能である。

　黄砂のシーズンである5月初めに，黄砂発生源の一つである中国北西部のバダインジャラン砂漠

外縁で観測を行った。その結果，黄砂はその発生源において，地上約3000m，海抜にして4500m

まで舞い上がっていることがわかった。黄砂の鉛直プロファイルが発生源で観測されたのは初めて

である。

　境界層の観測を行った結果，周期約3時問の波動現象が観測された。境界層の挙動が，距離分解
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能20m，時聞分解能2分で観測可能であることが実証された。

　課題も残されてはいるが，可搬型ライダーは気象観測手段として，十分実用的であることが実証

された。

キーワード：ライダー，エアロゾル，砂漠，黄砂，境界層

　　　　　LIDAR，aeroso1，desert，kosa．boundary　layer

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔甲斐憲次・地球科学系〕

新屋敷　勝：無機水銀を暴露したマウスにおける抗酸化剤1抗酸化酵素投与の影響

Masaru　Shinyashiki：　優秤⑧ct　o守a械ioxidan迂and　a耐ioxida械⑧ηzym⑧adminis耐就ion　on　mice

　　　　　　　　　　⑧xposed　inorganic　m⑧rcury

　抗酸化剤，抗酸化酵素投与が無機水銀の分布や毒性に与える影響をみるため，マウスにβ

一caroteneあるいはPEG－SODと無機水銀を併用投与して，腎障害，腎臓過酸化脂質，水銀分布お

よび微量元素分布の変動を調べた。

　尿検査と血液生化学検査の結果から，β一carotene投与は腎臓の糸球体障害を増強し，P阜G－SOD

投与は尿細管障害を軽減して糸球体障害を増強することが示唆された。

　β一caroteneあるいはPEG－SODと無機水銀の併用投与は腎臓の過酸化脂質量を経時的に減少させ

た。

　β一carotene投与は腎臓および脳の水銀蓄積を促進し，PEG－SOD投与は脳および赤血球の水銀蓄

積を抑制したことから，β一caroteneやPEG－SOD投与は無機水銀の酸化・還元に影響をおよぼした

ことが示唆された。

　肝臓および脳では水銀の蓄積の増加にともなって亜鉛と銅濃度が一次的に減少した。β一CarOtene

投与はこれを促進し，PEG－SOD投与はこれを抑制した。

キーワード：無機水銀，β一カロチン，PEG－SOD，腎障害，水銀蓄積

　　　　　imrganic　mercury、β■carotene，PEG－SOD．renal　toxic三ty，mercury　accumu1ation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下　條　信　弘。社会医学系〕

曹井みちよ：植物プランクトン群集の種多様性に対するN：P比の影響

Michiy◎Sugai　　：　　lnflUence　of　N：P　r禽tio　on　species　diversity　of　cultured　phyぬp1該nkton

　　　　　　　　　　COmmuni甘y

　湖水のN：P比の変化は植物プランクトン群集の種組成に影響を及ぼすという報告がある

（Schi汕er，1977など）霞ケ浦にみられる近年の窒素濃度上昇によるN：P比の変動は，植物プラン

クトン群集の種多様度へ影響する可能性がある。

　そこで本研究では，N：P比の植物プランクトン群集の種多様性への影響を明らかにすることを

目的に，霞ケ浦湖岸の底泥を植物プランクトンのseedとした培養実験，及びつくば市周辺の池沼

33測点を対象に調査を行った。
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　その結果，N：P比は植物プランクトン群集の種多様度，種組成遷移に影響し，N：P二7：1（重

量比）いわゆるRedfie1d比付近で種多様度が高まること，また自然条件下においてもN：P比が低

いところで高い種多様度がみいだされることが判明した。

　よって霞ケ浦におけるN：P比の上昇は植物プランクトン群集の種多様性を低下させ単純化を招

くと考えられる。

キーワード：種多様度，窒素：リン比，種組成，植物プランクトン，霞ケ浦

　　　　　species　d三versity，n量trogen　to　phosphorous　ratio，species　composition，phyto　plankton，Lake　Kasumigaura

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔前　田　　　修・生物科学系〕

杉　崎　直　哉　：　大都市近郊地域居住者の交通行動分析

Naoya　Sugisaki　：　A　study　on析avel　b⑧havi◎r　in　suburbai1跡⑧as

　本研究は，自家用車中心型社会が形成されている大都市近郊地域では個人の交通行動に，世帯で

の活動が影響していると考え，個人べ一スでなく世帯べ一スでの交通行動分析を行うことを目的と

している。

　具体的には，家族間で行動に制約が生じる送迎活動・同行活動に関する分析を行うとともに，世

帯における調整役として妻の行動を取り上げ，共分散構造モデルを用いて妻の行動に関するモデル

分析を行った。なお分析データとして，1990年筑波大学都市交通研究室で実施した「生活実態調査」

データを用いた。

　結果として，世帯内での送迎活動は，性別や運転免許の有無等の個人属性やライフステージなど

の世帯属性によって頻度，時間等が異在り，これに対して同行活動は曜日が大きく影響してくるこ

とが分かった。また妻の活動に関しては，運転免許の有無，ライフステージ等が活動内容に影響し

てくるという結果が得られた。

キーワード：大都市近郊地域，生活実態調査，世帯の交通行動，主婦の調整行動，共分散構造モデル

　　　　　suburban　area．activ三ty　survey．trave…behavior　o｛househoids，trip　coordination　by　housew1ves，LISREL

　　　　　㎜odel

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔石　田　東　生・社会工学系〕

助　川　義　明　：　ニンジンにおける不定胚形成能獲得に関与する蛋白質の検出に関する研究

Yosiliaki　Suk⑧gawa：　　Studies　on　鮒e　detection　of　③n　embWogenic－cell　prot⑧in　鴫1銚ed　to

　　　　　　　　　　acquisi言ion　of　e㎡bryogenic　comp勧⑧nce　during　soma｛io⑧mbryog⑧n鵠is

　　　　　　　　　　in　C餐町Ot

　ニンジン不定胚誘導系において，不定胚形成能を有する細胞（EC）から抽出した全蛋白質に対す、

る抗体に，不定胚形成能を失った細胞（NC）から抽出した全蛋白質を反応させ，吸着されない抗体

（EC特異抗体）を得た。EC特異抗体を用いることにより，分子量約26kDの抗原が検出された。26

kD抗原の蓄積時期は，実生頂芽切片のオーキシン処理によるECの出現時期と一致した。一方，
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宜Cから不定胚を分化させたところ，26kD抗原のレベルは著しく減少した。さらに，実生頂芽切

片を用いたストレスによる不定胚誘導系においても，26kD抗原の蓄積が見られた。これらの結果

は，26kD抗原が不定胚形成能の獲得又は維持に関与している可能性を示唆している。また，ABA

処理を行った実生頂芽切片と不定胚では26kD抗原が見られたが，実生胚軸切片とNCではABA

処理によっても26kD抗原は検出できなかったことから，26kD抗原の発現には，ABA以外にも何

らかの因子が関与するものと推察された。

キーワード1ニンジン，不定胚形成，不定胚形成能力，アブシジン酸，embryogenic　cel1特異的ポリペプチド

　　　　　1）α〃c〃3cαγo肋，somatic　embryogenesis，embryogenic　co㎜petence，abscisic　ac三d（ABA），embryogenic－cell　spe－

　　　　　c三fic　polypeptide

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤　伊　　　正・生物科学系〕

鈴木和哉：長野県曹平盆地における地下水の挙動と水質について

Kazuya　Suzuki　　：　Gぎoundw敏er　flow　sy銚em　and　hydroch⑧mis術y　in　Sugadai渦　B餐sin，

　　　　　　　　　　NaganO　Pref⑧Cture

　農業系物質による水系への汚染が顕在化している長野県菅平盆地に研究対象地域を設定し，地下

水汚染機構の解明を試みた。研究手法は，一般水質，安定同位体，総有機ハロゲン量（TOX）等を

用いることにより，地下水の水質特性，酒養域，滞留時間を把握し，地下水流動系や水質形成過程

を明らかにし，これらを総合して地下水汚染機構について考察した。その結果，当地域の水系は耕

地に酒養された水と林地に酒養された水の2つのタイプに大別できるということ，当地域の地下水

流動系が階層的な分布を示していることが確認できたこと，耕地の影響範囲は比較的浅い地下水流

動系にあたること，農薬が耕地の上流においても検出されたこと，湿地申では脱窒反応が生じてい

ることが，それぞれ明らかになった。

　これらのことから，農業活動を行う上で，施肥，農薬の散布等において適正な処置を施すことが

必要であることが示唆された。

キーワード：地下水汚染，安定同位体，総有機ハロゲン量，地下水流動系，水質形成過程

　　　　　groundwater　contamination，stab1e　isotope，total　organic　halogen，groundwater　flow　system，water　chemis室ry

　　　　　formation　process

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田　瀬　則　雄。地球科学系〕

鈴木　拓：全反射蛍光X線分析法による浸潤性膀胱ガン患者の体組織中の微量白金の

　　　　　　　　　　定量

Takuya　Suzuki　　：　　一）㊧書⑧rmina揃0n0予p■atinum　in　human　cancerO1』s　tissu⑧s　byt0童a1r⑧青■⑧ction

　　　　　　　　　　X一噸yf1uorescenc③an割ysis

　全反射蛍光X線分析装置を製作し，！0mg程度の極微量の生体試料中のppmレベルの微量白金の

定量法を開発した。装置の定量限界は試料量10μ1でO．1ppmであった。Srを内標準として加える
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ことにより，再現性および検量線の直線性は良好であった。生体試料は硝酸を加えテフロン容器に

封入し電子レンジにて分解を行った後，過酸化水素を加え常温でさらに分解した。実試料中の白金

の定量限界は生体組織片！0㎜gの時O．1pp㎜，白金絶対量にして1㎎であった。応用として白金錯

体抗ガン剤シスプラチンを動注した生存中の膀胱ガン患者の膀胱後壁粘膜より経時的に採取された

生検試料申の白金の定量を初めて行った。動注後34，40分で白金濃度は3．34，4．31ppmを示し，

その後2時間後にかけ濃度は半減し，3，4日後では約1pp㎜に緩やかに減少した。本法は極微

量の試料で分析できることから生体組織中の微量金属元素の臨床分析法として極めて有効であるこ

とが明らかになった。

キーワード：全反射，蛍光X線分析，シスプラチン，微量金属，臨床分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下　條　信　弘・杜会医学系〕

曽根．　裕：ミカヅキモ性フェロモンの放出

Yu胞ka　Sop⑬　　　：　A鵬1ysis　of鴫1e鎚ing　of言he舵x　phero閉on⑧in　Clo甜釘他mρ⑧臓o餅o－

　　　　　　　　　　Sα㎜咀Sfげ90Sωm咀し‘鮒0ra1③COmpl㊧X

　ミカ、ヅキモ有性生殖過程には，十型細胞から放出され一型細胞のプロトプラスト化を誘起する性

フェロモンPR－1Pが機能している。PR－1Pは19－kDa，42－kDaの2種のサブユニットから成る糖タ

ンパク質で，一型細胞から放出される性フェロモンPR－1Pインデューサーの作用で放出される。

本研究ではPR－！Pの放出制御について検討を試みた。まず42－kDa抗血清を用いてインデューサー

処理後の出現を調べたところ，培地申には8時間後から放出されることが示された。’次に，両サブ

ユニット遺伝子の発現をノーザン法を用いて検討した。19－kDa用プローブ，42－kDa用プローブは

それぞれ！．2kb，1．4kbのmRNAとハイブリダイズした。またこれら2つの㎜RNAはインデュー

サー処理により誘起され，処理後4時問からユ過的に発現した。PR－1Pはインデューサーの作用

を受け，遺伝子から新たに合成され，すぐに放出され作用している事が示された。

キーワード：ミカヅキモ，有性生殖，性フェロモン

　　　　　01o∫f2γ｛〃伽．sexual　reproduct三〇n．sex　pheromone

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤　伊　　　正・生物科学系〕

佐　野　奈緒子　：　対人距離の違いによる生理応答の変化

Naoko　Sano　　　：　Chang⑧s　in　physiologica1鴫spons⑧accdrdiηg竜o飾e　di行鉗⑧nc㊧of　int鉗一

　　　　　　　　　　persona1cヨistance

　人は他者と接するとき，適当な対人距離をとることが経験的に知られている。E，T．Ha11はこの

ような対人距離に親密な距離（約45cm以下），個人的距離（約O．5～1．3m），杜会的距離（約1．3～4

m），公共の距離（約4㎜以上）の4つの使い分けが存在することを示した。しかし，対人距離の違

いによって生じる生理応答の変化については，実証的データが少ない。そこで，Hal1の示した4つ

の対人距離において生理応答の変化を測定した。健康な男子大学生8名を被験者とし，2人1組で
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立位にて安静と作業としてじゃんけんを行わせた。指標はR－R間隔，R－R問隔変動係数，瞬目数，

作業能率，主観的な好み，内省を用いた。その結果，第1に，対人距離の違いによって，R－R間隔

変動係数と主観的な好みは変化する，第2に対人距離の違いによって作業能率は変化する，第3に

対人距離の違いによって瞬目数に変化がみられることが明らかになった。

キーワード：対人距離，エドワード・ホール，パーソナル・スペース，生理応答，R－R間隔

　　　　　interpersonal　distance，Ha1L　E．T．，pers0Da1space，physioiogicai　response，鼠＿R　interva1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔吉　川　博　也・社会工学系〕

丹　下　直　洋　：　大規模土地利用転換プロジェクトにおける計画利益還元に関する実証的研究

Na◎hiro↑釧ge　：　An③mprica1銚udy　on肺⑧硲ωmed　planning　ben⑧fit　o看bi⑭proj帥ts　with

　　　　　　　　　　la耐d　us⑧conv⑧rsion

　最近のバブル崩壊により容積緩和型開発誘導手法適用プロジェクトでは事業計画の見直しが相次

いでいる。これらは計画利益の還元が図られているがその実態は明らかにされていない。本研究で

は計画利益と開発負担を定量的に推定し，「適正な負担」特に著しい利益と負担について議論し計

画利益還元のあり方について考察する。

　計画利益に対する開発負担の割合（以下還元率）は地区，時点によりバラツキがあることが確認さ

れた。また従前の都市基盤施設が不十分な地区や，容積用途の緩和に関係なく開発の際当然必要な

負担が大きい地区は，還元率が低いことが確認された。容積緩和型開発誘導手法はこれらの負担を

全て含めて容積緩和の対象としており，容積緩和の評価基準に問題があることが実証された。また

劇場等の公共的貢献施設の保存再生には，容積緩和のみではその不利益を埋め合わせるには限界が

あることが明らかになった。

キーワード：土地利用規制緩和，バブル崩壊，計画利益還元，利益と負担の定量的推定，著しい利益と負担

　　　　　de－regulation，‘．Bubb1e”co1lapse，retarned　planning　benefit，quantitative　estimation　of　benefit　and　burden，

　　　　　renlarkable　benefit　and　burden

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔日　端　康　雄・社会工学系〕

千　脇　久美子　：　山地の伝統的土地利用としての出作りの変化に関する研究

　　　　　　　　　　一石川県石川郡白峰村大道谷集落を事例として一

Kumiko　Cれiw8k1：　A　sωdy　on耐ad梱on創曲i榊Ωg　cu1tiv磁io蘭i蘭moり蘭胞ipo蝸鉗ea：A　c鎚⑧

　　　　　　　　　　sωdy　in　Shiramin⑧village，1曲ikawa　Cou柿y　of　lshil〈awa　Prefecω帽

　地球環境問題が深刻化している今日，開発と保護の統合を図るために持続可能性という新しい概

念が注目されているが，理念的であり実態がないといわれている。そこで，本研究では白峰村の出

作りを事例として，大正期以降の杜会的背景の中でどのように山地を利用して生産活動を行ってき

たのかという時代への対応に着目して，生産内容とその生産場所の利用変化について調べ，生産形

態にみられる持続可能性の実態を明らかにすることを目的とした。出作りの生産活動は，時代の流
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れによる社会変化を自給生産と市場生産の組み合わせによる生産活動の中に，山地を直接利用する

形で変化要因を取り入れて，生産内容を変化させ時代に対応していたことが考えられる。そして，

その生産内容が山地を多様に利用する中で行われていたと考えられる。

キーワード：持続可能性，伝統的土地利用，多様性，生産場所，生産活動

　　　　　sustainable　possibi1三をy．をradit三〇nal　land　use，d…vers三ty，Production　p…ace，Production　activity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕

辻　　　洋　美　：　チオカーバメート系除草剤ジメピペレートの脂質合成系に及ぼす影響

削romi　T馳ji　　　：　獲箭⑧碗　o青dimepip鉗a晦，a　肺ioc欲bam磁e　h鉗bicid⑧，on　p1釧t1ipids

　　　　　　　　　　biosynthesis

　農薬は病害虫や雑草の防除の為に使用される為，できるだけ環境に与える悪影響が少なく，より

選択性の高い農薬やその使用が望まれる。したがって，その為に農薬の作用機構を知ることは重要

である。

　そこで，本研究では，まだ作用機構が明確でないチオカーバメート系に属し，イネーヒエ間に高

度な選択性を示す除草剤であるジメピペレートが植物脂質合成系に及ぼす影響について研究を行っ

た。その結果，ジメピペレー・はタイヌビエの脂質生合成系を比較的早い時間に阻害した。．14Cで

ラベルした脂質生合成前駆体を用いて，阻害点を検索した結果，アセチルーCoA，マロニルーCoA

よりも後の段階が阻害点である可能性が示唆された。

　また，薬剤処理区の極性脂質への14C酢酸の取り込みが減少し，不飽和脂肪酸の量も減少したこ

とから，ジメピペレートが不飽和脂肪酸の合成を阻害し，これが極性脂質合成の抑制に影響してい

る可能性が示唆された。

キーワード1ジメピペレート，チオカーバメート系除草剤，植物脂質合成系，作用機構，タイヌビエ

　　　　　dimep1perate．th三〇carbamate　herbicide，p…ant　Hpid　b｛osy耐hesis，mode　of　action．early　watergrass

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔臼　井　健　二・応用生物化学系〕

坪山義彦：地球環境閥題に関する特別区の行政施策について

Yoshihiko↑uboyama：　A　s鮎dy　on飾e　global⑧nvironm⑧n胞1policy　of　Japanes⑧loca1govem－

　　　　　　　　　　m帥t曲1n肺⑧c鎚e　of23－sρecia1dis書ricts　in↑okyo

（1）研究の目的　本研究は，地方公共団体が取り組むべき地球環境保全施策の範囲を確定し，特別

区を題材に行政施策の実態について明らかにすることを目的とする。

（2）国際的状況，国の方針，住民からの期待等を総合すると，地方公共団体が取り組むべき施策は

以下のとおり。

　①協議・連絡組織の設置及び計画・対策方針の制定

　②調査研究・監視体制の整備

　③国際環境協力（発展途上国に対する人的環境協力等）
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　④直接的環境行政施策（リサイクル，自然保護等）

　⑤普及・啓発（講演会開催，啓発資料発行，環境教育等）

　⑥地方公共団体自体の内部努力（庁舎内め省エネ等）

（3）特別区の実態については，施策ごとの取り組みやウェイトにかなり差があった。リサイクルの

推進等住民に密着した施策の取り組みが最も進んでおり，内部努力，普及・啓発がそれに次ぐ。国

際環境協力はほとんど取り組まれておらず，ウェイトも低かった。

キーワード：地球環境問題，特別区，環境行政施策，地方公共団体，リサイクル

　　　　　glob1a　environmental　problem，23－special　distmcts，environmenta1policy，1ocai　government，recyc1e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔小　泉　允　圏・社会工学系〕

寺　野　泰　弘　：　アメリカザリガニの反射1学習機能に対する有機リン系殺虫剤雌Pの影響

Yasuhiro↑e惚ηo　：　　陰秤ec嶋　of　organophospho削s　ins③cticid⑧　M蔭P　on　r勧1⑧x　and　l⑧aming

　　　　　　　　　　behaviors　inセhe　cray青ish，ρrocamわar〃s　clarκ〃

　アメリカザリガニの生存状態にけおる有機リン系殺虫剤MEPの影響を調べることを目的として，・

種々の濃度のM1EPを含む水申で60日間飼育したアメリカザリガニの反射。学習機能の変化を調べ

た。歩脚基部の感覚毛への化学刺激に対する心臓皮射や歩脚先端への電気刺激に対する歩脚引き込

み反射には大きな変化は見られなかった。一方，歩脚先端部への強い電気刺激を回避するための歩

脚位置学習では，暴露濃度と暴露期間に依存して，学習に要する訓練回数を考慮に入れた「学習効

率」の低下，ついで学習を達成する個体数割合である「学習達成率」の低下が見られた。

　以上の結果からMEPの低濃度・長期の暴露によってアメリカザリガニは，学習行動などの中枢

神経系の高次機能に顕著な影響を受けていることがわかった。

キーワード：有機リン系殺虫剤，MEP，アメリカザリガニ，反射，学習

　　　　　organophosphorus　insecticide，MEP，crayfish，reflex，learning

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔前　田　　　修・生物科学系〕

冨囲保廣：沖縄本島におけるフェイチシャの生成に関する研究

Y鑓uhiro↑omi胞　：　The　st1」dy　ofg⑧鵬sis　oチ胎ichisha　in飾e　O除inaw象1sl③nd

　沖縄地方に分布するフェイチシャ（灰白色化赤黄色土）は，過去の研究からポドゾル化作用，グラ

イ化作用及びレシバージ作用の3つの土壌生成作用が層位に応じて複合して生成されたものと考え

られているが，詳しい因果関係は分かっていない。従って，本研究ではポドゾル化作用に着目し，

その中心的役割を果たしている土壌水中のフルボ酸と，他の溶存物質である金属・陽イオンを各地

点・各層位について定量した。得られた結果から，土壌水中のフルボ酸の存在量と漂白層の発達と

は明確な対応関係を示し，フェイチシャの生成におけるポドゾル化作用の関与がうかがわれる。ま

た，比較対象のため分析した十文字峠の分析結果から，沖縄の調査地点では土壌水申に大量の塩類

が存在することが分かった。成分組成からこれらの塩類の多くは海水から供給されたものと思われ，
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土壌の生成においてフルボ酸の働きを抑制していることが考えられる。

キーワード：フェイチシャ，ポドゾル化作用，フルボ酸，赤黄色土，層位

　　　　　feich三sha，podzo…ization．fulvic　acid，red－ye三1ow　soils，horizon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔松　本栄　次・地球科学系〕

中　層　誠　二　：　畠然活用型農業構造改善の活性化に関する研究

S⑧ijiNa終ao　　：　As鮎dyonactiv就ionsofn銚岨al㊧nvironm⑧耐uti1iz就iontyp⑧in肋e

　　　　　　　　　　a軌icu1杣臓1銚閑碗岨⑧impmveme揃

　農村地域農業構造改善事業（自然活用型）は農村の豊かな自然を活用して学童や都市住民に農業理

解の場を提供することで農村地域における就業機会と所得の増大を図り，付加価値の高い農業に結

び付けようとする農林水産省の補助事業である。農作業や農村生活を体験するための農林漁業体験

実習館，農産物の加工所や直売所の建設などに対して国や県からの補助が受けられるが，従来まで

の農業構造改善とは異なり施設建設後のソフト面が重要な問題となる。本研究では茨城県つくば市

と群馬県甘楽郡甘楽町の事例について関係行政機関や現地での資料収集と聞き取り調査を行い，現

状の問題と今後の課題を論じた。行政の積極性と運営組織の問題，農作業などを取り入れた体験プ

ログラムの開発と指導者の確保，付加価値を高める農産物の加工直売，都市農村交流の促進などが

主要論点であり，運営の活性化が農村地域の振興に効果的であることが調査を通して明確になった。

キーワード：自然活用，運営組織，体験プログラム，都市農村交流，活性化

　　　　　natura－environment　utilization，management　organization．experience　program，urban　rural　communication，

　　　　　aCtiVatiOn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔小　出　　　進・農林工学系〕

中　瀬　雄　一　：　目本の開発援助に関する情報公開についての研究

　　　　　　　　　　一インドにおけるダム建設プロジェクトの援助事例一

Yuichi　Nakas㊧　　：　A　s池dy　on飾⑧rig揃o訂盆cc鵠s　to　o行ici81infoチmation　conη⑧cted　wi肺

　　　　　　　　　　○秤icial　development　assisせance　in　Japan－Aid　cas⑧of　dam　projec盲in

　　　　　　　　　　1ndia

　研究目的は，「日本の政府開発援助において，日本国民が請求している情報と行政機関が公開し

ている情報の相違について明らかにすること」である。日本政府がインドのダム建設計画（サルダ

ル・サロバル・プロジェクト）に円借款を供与した事例を取り上げて，「既存の情報開示制度に基づ

いて行政機関が公開する情報と国政調査権の行使によって行政機関が公開する情報との間に相違が

存在する」と仮説を設定した。

　情報に直接アクセスできることを前提条件として結果，既存の制度で公開された交換公文や貸付

契約の期日・金額・条件等の情報と比較して，国政調査権を行使して公開された情報は，援助実施

過程の事前調査から円借款供与の意図表明，中間調査を含んでいる。ここに確認できる情報の相違
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は，本来，存在せず，これは既存の制度が国民の「知る権利」に十分応えていないことを示す。そ

のため，情報公開法を早期に制定することが望まれる。

キーワード：惰報，知る権利，国政調査権，政府開発援助，サルダル・サロバル・プロジェクト

　　　　　三n｛or㎜ation，right　to　know，right　of　investigation　in　re…at…on　to　govern皿ent，officia1deveiop㎜ent　ass三stance，

　　　　　Sardar　Sarovar　Project

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔岩崎駿介・社会工学系〕

永野裕三：パーソントリップ調査データを用いた都市繁華街滞留人口の推計

Y雌o　Nagano　　：　慶銚師餉ion　ofs胞y肺p　in　C－81D　by　p銚son肺p　d磁a

　本研究では，パーソントリップ調査データを用いて，都市繁華街地区における滞留人口を時刻別

施設別に推計し，得られた結果の検証によって，本推計方法の適用可能一性を判断した。研究対象地

域として，新宿駅東口の繁華街地域を選定した。具体的には，昭和63年パーソントリップ調査にお

ける小ゾーンレベルの時刻別施設別滞留人口と対象地域のOD表を外生値とし，その他の建物床面

積データ等を用いることで，施設別滞留人口と路上人口を町丁目単位で推計した。推計においては，

施設区分を16，時間区切りを1時間単位とした。結果として，施設別滞留人口は概数として把握は

できたが，路上人口については，特に夜間帯での実測地との隔たりが大きい。ODトリップ量の少

ない施設では，推計値の誤差が大きくなる問題はあるが，今回の推計によりこれまでに測定された

ことのない深夜時間帯における人の滞留状況が把握できた事は今回の成果である。

キーワード：パーソントリップ，人口推計，滞留人口，繁華街，新宿

　　　　　preson　trip，esti狐ation，stay－trip，cenセral　business　district（C．B．D．），Sinjyuku

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔梶　　　秀樹・社会工学系〕

渋　江　桂　子　：　谷戸におけるビオトープの保全に関する研究

　　　　　　　　　　一三浦半島野比地区を事例として一

終⑧iko　Shibue　　　：　A　sωdy　on　bio言ope　conservation　oポY銚o’

　　　　　　　　　　一a　case　s池dy　in　Nobi　r⑧gion磁Miura　P⑧niηsu1a一

　本研究は，三浦半島に残存する緑地生態系の1つである野比地区を事例として，人間と白然の共

存を考慮した緑地計画への接近を試みたものである。

　三浦半島では，人々は山地の谷を谷戸と呼び，それぞれの谷に流れる水系沿いに用水路や用水池

をつくり，地形を改変して，谷戸田として稲作を行ってきた。当地区の生物調査・水系調査より以

下の結論を得た。

　人間による植生の適度な携乱がホタルの個体数を維持するなど，谷戸田に特徴づけられた生物種

を保全していくうえでは，農村の伝統的管理を利用した人間による積極的な保全計画が必要であり，

今後，同様の谷戸の地形をもつ三浦半島及び房総半島に視野を広げた緑地計画への出発点となるこ

とが考えられる。
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　また，野比地区においては，谷戸田と渓流・止水域などの多様な立地を保全していくことが望ま

れる。

キーワード：景観生態学，ビオトープの保全，ホタル，コリダー，三浦半島

　　　　　…andscoape　ecoIogy，biotope　conservation，f三re　f…y，corr三dor，Miura　Peninsula

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕

中　村　圭　亨　：　葉面付着エアロゾルの測定と植生影響に関する研究

Yoshiyuki　Nakamura：　　【）③position　of　aerosol　pa耐icl⑧s　on　l⑧af　su所ace　a11d　i幅⑧術ec首on　v⑧geta一

　　　　　　　　　　竜iOn

　本研究では，エアロゾルの状態を経て植物葉表面に付着する物質に注目して，測定法の検討およ

び付着量の測定をした。青森県，磐梯山，つくば市，日光街遭，屋久島でスギ，ヒマラヤスギ，ア

カマツ，ヒバ，ヒノキの植物葉を採取した。葉面付着物質の分離捕集は有機溶媒（クロロホルム）を

用いて表面ワックスごと分離し，石英ウール上に捕集した。ICP，中性子放射化分析の手法を用い

て葉面付着物質に含まれる金属などを分析した。

　付着物質量を樹種問で比較した場合，スギは他の樹種より全般的に大きい。また付着物質量は同

じ樹種でも部位によって異なり，スギの場合頂部がもっとも大きい。これらの結果は実際のスギの

被害状況との関連性を示唆している。屋久島において発電所からの一定距離毎にスギ葉を採取して

付着物質を分析した結果，発電所に近接する試料にMl。やVが高濃度で存在し，発電所で使用され

た化石燃料の影響が示唆された。

キーワード：酸性雨，エアロゾル，葉表面，植生

　　　　　acid　ra量n，aerosol，1eaf－surface，vegetation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔森　下　豊　昭・応用生物化学系〕

新　村　典　子　：　長距離翰送中における黄砂粒子の変質

　　　　　　　　　　一海塩粒子と混合した黄砂粒子に注園して一

No汽ko　Niimura　　：　　Modification　of　Asian竃）usレstorm　pa所icIes　during　Iongイang⑧transepo戊

　　　　　　　　　　一withチ⑧g蟹rd　to　the　internal　mixtur⑧of君h㊧dUst　with　s⑧a　salt－

　1991年の春に北京と長崎で同時採集された黄砂粒子の試料を分析し，長距離輸送申での元素組成

の変質について調べた。

　長崎では，5月1日と10日に顕著な黄砂現象があり，海塩を含む黄砂粒子の割合は，62％，20％’

であったが，北京の試料ではO％に等しかった。海塩を含む黄砂粒子の割合と’雲との関わりを「ひ

まわり」の雲画像図により調べると，顕著な黄砂現象時ではよい対応があった。顕著な黄砂現象が

なかった日については，雲との関わりは明確ではなかったが，付着している海塩の塩素が不足して

いたことから雲を経験していると考えられた。

　以上の結果より，黄砂粒子は，輸送中における雲物理過程を経て，大気中の海塩成分と混合し，
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海塩を含む黄砂粒子を形成すると考えられる。また，大気中を長距離輸送される黄砂粒子の挙動や

性状を評価する上で雲を介した除去過程が重要となることを示唆するものである。

キーワード：黄砂粒子，X線分析，海塩粒子，内部混合，雲物理過程

　　　　　Asian　Dus乞一storm　part三des，X＿ray　analys…s，sea－salt　particles，三耐emal　mixture，physica1processes三n

　　　　　c1ouds

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔甲斐憲次。地球科学系〕

西　囲　秀　揮　：　淡色黒ボク土における土壌溶液の土壌環境化学的研究

紳ideki　Nishida　　：　　Sせudies　oP　enviぎonme耐al　soil　chemi就ry　of　soil　solution　肝om　light

　　　　　　　　　　COlOred　andOSO1

　水に対し，化学的，生物的そして物理的な影響をおよぼす場として土壌は重要な場である。本研

究では土壌溶液のイオン濃度・組成および経時的変化傾向を決定づける土壌環境因子として特に重

要である①降雨量，②生物活性，および③土壌粒子表面吸着態のカチオン量に注目した。①につい

ては，降雨量の増加に伴う土壌溶液中のイオン濃度の希釈効果として，各元素とも一様に確認され．

た。②については硝酸塩イオンなどのイオンに同様の経時的濃度変化傾向が見られ，生物活一性によ

る強い影響を受けていることが示唆された。③については土壌溶液中のカチオンの供給源として，

吸着態のカチオンが重要な役割をもっていることが確認された。このように，①，②，③を通じて

いえることは，継続的な①因子の影響下において，②および③の因子が複合的に作用して，土壌溶

液中のイオン濃度。組成および経時的変化傾向に大きな影響を与えていることが考えられた。

キーワード：淡色黒ボク土，土壌溶液，イオンバランス，希釈効果

　　　　　1ight　co1ored　ardoso1，soi1solution，ion　barance，di1ut…on　effect

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔東　　　照　雄・応用生物化拳系〕

西　林　万　里　：　メタン資化性薗のトリクロロエチレン分解特性に関する研究

M鉗i　Mshibayashi　：　Ch跡a械釘iz創ion　o“ぎich1oro銚hyleη⑧degrad謝on　by　a　m勧h餐no耐oph

　近年，トリクロロエチレン（TCE）による地下水汚染が社会問題となっており，積極的な浄化法が

望まれている。本研究ではメタン資化性菌，吻物1oo畑｛∫sp．strainM（M株）を用い，溶液中の

TCEを分解除去するバイオリアクターを作成するべく，各種分解特性の検討を行った。本菌株は

メタンを炭素源としたときにTCE分解活性を有し，対数増殖期後期で最も高かった。また本菌株

の固定化菌体のTCE分解活性の半減期は一般に工業的に使用されている生体触媒と比較して若干

短めであらたため，その原因について検討を行い，TCE分解産物が菌体内に蓄積して毒性を及ぼ

すことを示した。そこで活性が低下した菌体の再生化を試みたところ，メタンまたはメタノールの

添加が有効であることが明らかになった。ただしメタノールの長時間処理では急激な活性低下が認

められた。以上の結果を今とに，バイオリアクターによる回分式繰り返し分解実験を行い，TCE

総分解量の検討を行った。

キーワード：メタン資化性菌，トリクロロエチレン，バイオリアクター，固定化菌体，再生化
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methanotroph，trichioroethy1ene，bioreactor，i㎜mobi1ized　celi，restoration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔国府田　悦　男・応用生物化学系〕

橋　場　雅　道　：　イネ試験管内大量迅逮育菌系を用いた耐塩性植物の作出とアイソザイム変異

　　　　　　　　　　について

Masamichi　Hashiba：　　蔓銚ablishm㊧n竜　of　㊧nvi　ronm⑧榊al　s脈㊧ss　to1era耐　pla揃s　飾rough　succe竃一

　　　　　　　　　　si囎shoot　multiplic銚ion　and　iso町matic　v鉗i餉on　inセo1鉗帥竜p1餐械s肋

　　　　　　　　　　〃杵o

　脱分化状態を経ない連続シュート増殖系を変異作出系に用いる例は極めて限られている。本研究

では，連続シュート増殖系を変異作出系に用いることの可否を検討するため，イネ耐塩性系統作出

法の再検討，連続増殖シュート，及び耐性個体群の生化学レベルの変異を検討した。その結果，現

在までクローンと考えられてきた連続シュート増殖系を経た再生植物体にも，変異がおこっている

可能性が示唆された。同時に，形態，染色体変異とアイソザイム変異は関係している可能性が考え

られた。また，連続シュート増殖系を用いた段階的塩淘汰圧選抜法により，NaC1を2．O％添加した

培地で生存，生長する個体が，処理個体に対し約90％という高率で得られた。これらの作出された

耐塩性個体は，形態的には母植物と類似していたが，アイソザイムレベルで変異していた。以上の

事から，脱分化状態を経ない連続シュート増殖系を変異作出系に用いる可能性が推察された。

キーワード：イネ，大量迅速育苗，耐塩性，アイソザイム，変異

　　　　　0び2α∫αf加α，microproPagation，salt　tolerant，isozy㎜e，variation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔久　島　　　繁・応用生物化学系〕

羽　原　範　人　：　大都市圏における緑被地壊廃の空聞構造に関する研究

No榊iまo　Hab鉗a　：　A鎌udy　on　s陣舳1s析uc汕嶋of　open　s脾鵬閉odific餉oパηme術opoli胞m

　　　　　　　　　　碍giOn

　本研究では細密数値情報を用いて，東京を申心とするほぼ半径60k㎜の範囲を784のブロックに

分け，これを対象に，大都市圏における広域的緑地計画に役立てるべく，土地利用および，緑被地

の壊廃について次のことを明らかにした。土地利用からみて，市街化の進んだ地域はヒトデ状に分

布し，その主要な限界となっている多摩丘陵，下総台地は，盛んに緑被地の壊廃が行われる，市街

化の最前線となっていた。1974～ユ979年による1979～1984年の緑被地壊廃の予測を試みたところ，

緑被地壊廃の前触れとなる土地利用変化として，一密集低層住宅への変化と，農地から山林への変化

が重要であった。市街化の波の最尖端であるこれらの変化は，市街化の高度に進んだ都心から，約

40分離れ，鉄道駅へのアクセスの便利な地域で最も盛んであり，鉄道を通じて波及している様子が

読み取れた。全体として，緑被地壊廃の盛んな地域は首都圏南西部から北東部へ移っていく傾向に

あった。

キーワード：緑被地の壊廃，空間構造，細密数値情報，主成分分析，緑の戦略
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1and　use　change，1ユrban　sprawl，open　space，national　capital　region，gravity　mode1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔小場瀬令二・社会工学系〕

演　囲　　　敦　：　街路樹として植栽されたイチョウ（G肋細Oわ〃o舳）の生育と環境との相関に

　　　　　　　　　　関する解析

鮎馳曲i汽amada　：　Corrd副ioi1an創ysis　betw⑧en　gmu飾oチG肺欠g◎わ〃oわa磁ro餐d　sid㊧s亀nd

　　　　　　　　　　SOme　e阿VirOnm⑧耐チaCtO鴫in　TSukdba

　緑化の申心である植物は時間の経過とともに生育，成熟するという特性をもっている。よってこ

れらによる変化を考慮にいれ，緑化の計画の作成や管理などを行う必要がある。しかし街路樹の場

合，そのために必要となる知見はほとんどないのが現状である。そこで本研究ではその基礎資料と

なるよう，日本で街路樹として高本中最も多く植栽されているイチョウを選び，街路樹の生育と環

境の調査を行った。生育の指標として葉の展開前と落葉後の胸高直径の差（生長量）を求め，ユ）木の

大きさを示す胸高直径，2）光条件を示す可照時問，3）土壌条件を示す土壌pH，植物季節の記録か

ら求めた，4）葉の展開の早さと，5）葉の色の変化の遅さを示す指標，との間の相関を調べた。生長

量と2つの指標（胸高直径，葉の色の変化の遅さ）との間に正の相関が認められたが，他の3つの指

標との間には相関は認められなかった。また雌雄による生長量の差の検定も行ったが差は認められ

なかった。

キーワード：イチョウ，生育，街路樹，植物季節，緑化

　　　　　G伽后go舳o凸α、growth，road　side　trees，1eaf　phenology，tree　p1anting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔及川武久。生物科学系〕

吹囲和宏：地方都市の都心商業地域における駐車政策に関する考察

　　　　　　　　　　一茨城県土浦市を事例にして一

Kazuhiro降ukita　　：　　The銚udy　on　th⑧　parking　Policy　at　cen打a1comm⑧rcial　ar⑧a　in　a　Local

　　　　　　　　　　Ci奴

　本研究では，地方都市の都心商業の停滞の一因として駐車問題をとりあげ，その対策として活性

化の一指標である商業売上をより大きくすることを目的とした駐車場整備量の試算をおこなった。

まず，日本の駐車問題ならびに駐車政策の歴史的経緯を振り返り，都市づくりとの関連のなかで一

般的な駐車政策のあり方についてまとめた。さらに，事例として茨城県土浦市をとりあげ土浦市商

業と駐車問題の関わり，商業活性化計画のなかでの駐車場計画の位置づけを明確にし，駐車政策の

今後の課題を明らかにした。それらをふまえて，ハフ・モデルをべ一スとして周辺市町村の商圏の

競合関係を考慮した駐車場計画モデルを構築し，シミュレーションをおこなった。シミュレーショ

ン結果より，土浦市中心商業地域へのアクセス時間を20分程度短縮できると仮定すれば，400台規

模の駐車場を新たに整備することによ・って38％の商業売上の伸びが期待できるという結論が得られ

た。
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キーワード：都心商業地域，商業売上，ハフ・モデル，駐車場整備計画，商圏

　　　　　centra1conlmefciai　area，proceeds，Huff－mode1，parking　p1an，trade　area

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河野博忠・社会工学系〕

藤原真理：マクロファージにおける一酸化窒素の産生とアミノ酸輸送活性との関連

Mari　Hujiwara　　　：　　Relation　between　nitric　oxid⑧　production　and　amiηo　add耐anspo吋in

　　　　　　　　　　mouse　peritonea1macζophages

　細菌性リポ多糖などの刺激物質により活性化したマクロファージ（Mφ）において，一酸化窒素

（NO）の産生と塩基性アミノ酸輸送活性との関係について，通常に飼育したマウス及びBCG菌を感

染させたマウスの腹腔Mφを使用して調べた。その結果，塩基性アミノ酸輸送活性の変動が細胞内

に供給されるNOの前駆体であるアルギニン量に影響を与え，ひいてはNOの産生量に影響を与え

ていることが示唆された。

　また，NOの産生と細胞内グルタチオン量との関係について調べた。細胞内グルタチオン量を減

少させた時にNOの産生量は減少した。そして，グルタチオン量を回復させた時には，NOの産生

量の回復がみられた。一方NOの産生抑制を行った場合に細胞内グルタチオン量の微量な増加がみ

られた。これらの結果からNOの産生にグルタチオンが何らかの関係をもつことが示唆された。

キーワード：マクロファージ，一酸化窒素（NO），塩基性アミノ酸輸送，リポポリサッカライド（LPS），グルタチオン

　　　　　macrophage，nitr1c　ox三de，basic　amino　acid　transport，lipopoly　saccharide，g1utath三〇ne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下　條　信　弘・社会医学系〕

藤　原　義　弘　：　魚類の性分化関連因子の検索

Yoshihiro印jiwara　：　Se鉗ch　for胞ctors鴫1銚ed　to　sex　di秤跳enti敏ion　in　fish

　キュウセンは雌から雄に一性転換するベラ科の魚類である。この特徴は，魚類の性分化関連因子の

検索に有利であると考え，この魚類の性転換中の生殖腺に特異的な蛋白質の検出を試みた。二次元

電気泳動法による生殖腺蛋白質成分の比較から，卵巣に比べ性転換中の生殖腺で顕著に増加してい

る8種類の蛋白質を見いだした。そのうちの1種（p26）について発現の時期を検討した所，性転換

初期に発現を開始し，その後の発現を続ける蛋白質であると考えられた。アミノ酸配列分析から，

p26はユビキチンC一未加水分解酵素であると推定された。この酵素はユビキチンとその基質蛋白

質の結合を加水分解する働きがあり，またユビキチンは核蛋白質や転写抑制因子と結合することが

知られている。従ってp26はユビキチンを介して何等かの遺伝子発現の調節を行っている可能性が

考えられる。これらの結果から，p26は魚類の性分化に関連した蛋白質であることが強く示唆され

た。

キーワード：性転換，性分化関連因子，二次元電気泳動法，性転換中の生殖腺，ユビキチンC一未加水分解酵素

　　　　　sex　transition，factors　re1ated　to　sex　different三ation，two－dimensiona…gel　e1ectrophoresis，transitional　gonad，

　　　　　ubiquitin　c－termina1hydrolase

一50一



〔藤井宏一・生物科学系〕

府馬正一：環境中の物質循環に’関係する微生物のゲノム解析

Shoichiドuma　　　：　G⑧nome　an創ysis　of　th⑧　microorganism　飾磁　　is　involv⑧d　in　飾e

　　　　　　　　　　biogeochemical　cyc1e

　微生物のもつ環境適応機構，他の生物との相互作用機構，有機物分解機構を分子レベルで解明す

るために枯草菌のゲノム解析を行った。染色体DNA上，33分付近の塩基配列を18．9kbにわたって

決定したところ，抗生物質でもあり界面活性剤でもあるリポペプチド，サーファクチンの合成酵素

遺伝子（8〃λ，ψ佃）を同定することができた。ψM，3榊Bは，ともに，グラミシジンSツンテ

ターゼ1とホモロジーのあるドメインが3回繰り返された構造をもち，各ドメインにはATP結合

モチーフ，ATPaseモチーフ，4’一ホスホパンテテイン結合モチーフが対応する位置に存在してい

たので，既知のペプチド合成酵素と同様の機構でサーファクチンを合成するものと考えられる。ま

た，切舳と3榊Bは，コンピテンスの誘導や胞子形成への関与も報告されたので，枯草菌が栄養

欠乏に適応する上で重要なタンパク質だと考えられる。

キーワード：ゲノム解析，枯草菌，サーファクチン合成酵素遺伝子，コンピテンス，胞子形成

　　　　　genome　aDalysis，8αc｛〃〃5∫〃伽｛〃3，surfactin　synthetase　gene，competence，sporulation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤　伊　　　正・生物科学系〕

聞永英夫：住居系地域への事業所の混入形態に関する実証的研究

　　　　　　　　　　一渋谷区神宮前を事例に一

削d⑧o　M舵　　　　：　An　act蝸1s汕dy　on漱畠m1鵜d　loc銚iOn　o看⑧榊鉗pris鶴iΩ『鵠id⑧n晦I鉗⑧③

　　　　　　　　　　自A　case蜘dy　in　Jin映一m鎚，Shibuya　W鉗d　o汀okyo一

　業務商業化の流れが都心周辺部の住居系地域へも拡がっている。渋谷区神宮前はファッション関

連の事業所を中心に業務商業化の流れが強く新たな職住混在地域が形成されつつある。本研究は各

事業所がどの様な条件の下で住宅地へ混入してくるのか，その形態を探り業種別の違いを明らかに

するのが目的である。方法はNTT職業別電話帳を利用し40業種に隈り立地動向を調査，アンケー

ト調査によってマンションに入居している事業所について立地要因を探る。結果は業種によって住

居系地域への立地動向は異なり，混入してきている事業所の中心は小規模の本社が占めており，こ

の背景にはオフィスとマンションとの入居時の費用をはじめとする経済的な格差が原因である一

方，デザインに携わる業種を中心に住宅地を評価して立地していることが把握でき，単に業務商業

化の趨勢が事業所を住宅地への追いやるだけではないという結論を得た。

キーワード：住居系地域，事業所，混入，「アンコ」と「ガワ」，集含佳宅

　　　　　resident1al　area，enterprise，mixed　location，“互nside’1and“Outside”、condo㎜in三um

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔日端康雄・社会工学系〕
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牧　野　宏　治　：　微生物による石油成分中の有機硫黄化合物の分解

Kouji陥kino　：Microbia1d⑧g噸d就i㎝ofor脚ic馳1耐compo岬dsinoi■

　酸性雨は，地域環境問題の中で重要な問題の一つであるが，化石燃料の燃焼により発生する硫黄

酸化物でその原因とされている。現在の石油精製プロセスにおける脱硫は高温高圧の条件下で物理

化学的に行われており，その技術は完成の域に達しているといわれている。石油からの硫黄の除去

がより一層求められているなかで，現行の石油脱硫プロセスにおいて硫黄除去率のさらなる向上を

求めることは，安全性，エネルギー効率の面からも問題がある。現行の石油脱硫プロセスで除去が

困難とされているのは，チオフェン骨格を有した有機硫黄化合物，すなわち，ジベンゾチオフェン，

アルキルジベンゾチオフェン類である。本研究では，常温常圧下での反応が可能である微生物反応

を，現行の石油脱硫プロセスを補完する形で適用することを最終的な目的とし，酸素の制限された

条件下における難除去性有機硫黄化合物の微生物分解に関して検討した。

キーワード：難除去性有機硫黄化合物，脱硫，ジベンゾチオフェン，微好気条件，微生物分解

　　　　　hard－removal　organic　su1fur　compounds，desulfurization，dibenzothiophene，micro　aerophi1ic　condition，

　　　　　工nicrobial　degradation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　原　忠　篤・応用生物化学系〕

松井泰友：商業地景観の心理評価に与える色彩の影響について

Ya馳tomo　M創馳i：　↑1鴨　psyoological⑧秤⑧ct　o青co1ors　on　the⑧valuation　of　t◎wnscape　in

　　　　　　　　　　C◎mm釧Cial　diS肺iC｛

　本研究は，景観の視覚要素である色彩・形態・質感の中の色彩に注目し，画像処理システムを用

いて色彩面積と色差という2つの側面から商業地景観評価に与える色彩の影響を明らかにすること

を目的とした。

　心理評価分析からは心理評価因子としてデザイン1グ活動性・人間性の3因子が抽出されたほ

か，対象景観の測色からは，色相の最頻値がB1ueのグループとRed－Ye11owのグループに分かれる

ことが明らかになった。

　色の3属性（色相・彩度・明度）と評価の相関分析からは，デザイン性に対して色相一彩度の面積

および明度差，活動性には色相差・明度差，人間性には色相の面積及び彩度差・明度差が影響して

いることが考えられる。

　また，心理評価・色彩・景観構成要素の関連分析では，デザイーン性評価にマイナスの影響を与え

ている色相Redが看板に多く使われていることが確認されており，看板の色彩についての検討が

今後の課題として残されている。

キーワード：色彩面積，色差，コンピュータ画像処理，心理評個，商業地景観

　　　　　color　area，color　di｛ference，computer　image　processing，psyco1og1cal　evaluation，townscape量n　commercial

　　　　　district

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田島　　學・杜会工学系〕
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松　尾　久仁子　：　細胞性粘薗ミトコンドリア0舳のCOX皿ヨND2，N04遺伝子の解析

匡《uniko　Ma嶋uo　　：　　Analysis　of　cox皿，ηd2，ηd4genes　in　mitochondrial　DNA　of　th⑧cellu1ar

　　　　　　　　　　slime　mold，0jcfγosぎe〃ω8ηdねco戸c1⑧ωm

　ミトコンドリアは真核細胞に存在するエネルギーを供給する小器官で，DNA（mtDNA）をもつ。

細胞性粘菌（D的o∫舳舳伽60〃θ舳以下，粘菌と略）という特異な生物を通して，㎜tDNAの発生分

化との関連や進化に関する知見を得たいと考え，粘菌のmtDNAの一部の約7kbについて塩基配列

を決定し解析したところCOX　m，ND2，ND4などの遺伝子がコードされていた。

　COX　mは粘菌には存在しないと考えられていたが，この遺伝子は発現しており，また，他生物

には見られない余分なNpA配列を含むことがわかった。そこで，この配列のmRNAを解析した

ところ，イントロンではなく，RNA　editi㎎もおきていなかった。また，PCRなどの実験から同様

の配列が粘菌に広く存在することがあらためて示唆された。また，COX　m，ND2，ND4のアミ

ノ酸配列の一部を他の生物と比較，解析し，分子系統樹を作成した。

キーワード：細胞性粘菌，ミトコンドリア，進化，COX　m，分子系統樹

　　　　　D北りlo∫fθ〃〃榊，mitochondria．evolution，COX　m，molecular　phylogenetic　tree

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤　伊　　　正・生物科学系〕

松．原　　　司　：　地理情報システムを用いた崩壊地の解析と崩壊危険痩図作成に関する研究

　　　　　　　　　　一白山白峰村大道谷流域を事例として一

↑sukasa　Matsub鉗a：　Analys1s　of　1andslid⑧s　and　閉apPing　1andslid⑧｛az鉗d　map　utilizing

　　　　　　　　　　g③Og噸帥iCa1infOrm磁iOn　SyS晦mS

　　　　　　　　　　凹凹a　c鑓e　s池dy竹om　Omichi腸asin　in　Shiramin⑧，Hak■』san一

　本研究は統計的手法（数量化1類）により崩壊危険度図を作成する際，崩壊要因のカテゴリー区分

を変化させると崩壊危険度図作成にどのように影響するかを吟味し，最適なカテゴリー区分を選定

することを目的とした。研究手法として地理情報システム（G1S）を用いた

　崩壊要因として傾斜，方位，標高，谷次数，地質を取り上げた。傾斜，方位のカテゴリーの区分

を変え，他の要因との組み合わせ6通りを考えた。昭和42年の崩壊地を例として統計解析を行った

結果，組み合わせごとに各崩壊要因の崩壊への関与の度合いに違いがみられた。次に組み合わせご

とに作成した崩壊危険度図と昭和52年の崩壊地を重ねた結果，危険度図の適合性が組み合わせによ

り異なった。そのため，統計解析により崩壊危険度図を作成する場合，崩壊要因の選定以外にカテ

ゴリーの区分を十分考慮することが重要であると分かった。

キーワード：崩壊危険度図作成，地理情報システム，数量化U類，崩壊要因のカテゴリー区分

　　　　　maPPing…ands1ide－hazard　map，9eographical…nformation　systems，quant…ficat…on　types　2，class　division　of

　　　　　1ands1iding　factors

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔天　田　高　白・農林工学系〕
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丸　井　英　幹　：　霞ケ浦におけるアサザの保全生物学的研究

Hid⑧ki　Marui　　：　Con鵬～就ion　biology　of榊y㎜ρわo〃鎚ρ⑧1旛胞　（Gmel．）O．κu杣鴎in

　　　　　　　　　　Lak⑧Kasumiga岨a

　多年生浮葉植物アサザは絶滅危倶植物であり，栄養的拡大によって同一クローンからなる大きな

群落を形成し二型花柱性という特殊な交配様式を持つ。霞ケ浦における分布では，地理的に分離し

た9つの地域個体群からなるメタ個体群構造が認められ，その二型花柱性における花型構成が判明

した。長期にわたるアサザの保全には種子繁殖による種内の遺伝的多様性が重要であり，花型の分

布は過去において種子繁殖が行われたことを反映していると考えられる。花型によって和合性に差

異が認められたものの，自家受粉によってもかなりの種子生産がみられ，また等花柱花という完全

自殖型花型の出現を確認し，二型花柱性の生理的，形態的崩壊が認められた。一方，一部の地域個

体群において訪花昆虫が観察され，地域個体群内および地域個体群間の他殖可能性が示唆され，ア

サザの保全には，メタ個体群構造を考慮に入れることが重要であることが示唆された。

キーワード：アサザ，絶滅危倶植物，二型花柱性，メタ個体群，保全

　　　　　ハ～榊ρκo｛dθ∫ρ召〃αfα、red－data　planξ，disty1y，metapopulation．conservation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔鷲谷いづみ・生物科学系〕

宮　本　康　宏　：　稲作農家の経営形態の変化に関する研究

　　　　　　　　　　～秋田県羽後町の事例から～

Yasuhiro　Miyamoto：　↑h⑧s汕dy　on肺⑧changing　m帥ageme耐system　of　paddy看鉗m餅s！A

　　　　　　　　　　ca鵠sωdy　on餉③rural　viilag⑧in　ugo－machi，Akita　P昭胎ctu硲

　本研究は秋田県南部のある稲作農村で現地調査を行い，農家経営がいかに変化してきたか，そし

てその変化が現在どのような意味を持つようになっているのかを明らかにしようとしたものであ

る。

　対象集落における農家経営の変化の大きな流れは兼業化である。多くの農家が稲作を維持しなが

ら，農外就労を農家経営にとりこみ，現金支出の増大や余剰労働力の創出に対処してきた。しかも，

多くの場合，時間の経過とともに複数の農外就労をとりこむようになり，兼業をより深化させてき

た。

　その結果，対象集落では稲作に関わる人の減少が顕著になってきた。これにより，稲作を委託す

る農家があらわれ，経営面積が10haに及ぶ農家がでてきた。その意味では兼業の深化が経営規模

を拡大できる状況を作ったとみることも‘できる。しかし，一方では地域資源管理の粗放化等が生じ

ており，問題も多い。

キーワード：稲作農家，兼業農業，農業システムの再編，請負耕作，常勤労働

　　　　　paddy　farmer，part－time　farm三ng，reorganization　of　far㎜ing　syste㎜s，contract　far㎜ing，invo1ve則ent　with

　　　　　permanent　job

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔佐藤　　　俊。歴史。人類学系〕
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森本茂子：酵母菌の遺伝的変化を指標とした各種変異原による酬A損傷の研究

Shigeko　Morimoto：　Ch鉗acteriz敏ion　oチ　0NA　d盆mages　by　induced　g⑧n銚ic　chang⑧s　in

　　　　　　　　　　Sa㏄愉0岬㈱C6榊樹鍋

　変異原によるDNA損傷の性質を，酵母菌（∫α㏄んαγ㎝μ∫oθ”ω｛8｛αθ）の3つの修復経路のうち遺伝

的変化を導く突然変異性修復と組換え修復の活動度で比較する方法を考えた。遺伝的変化誘発率と

それぞれの経路の活動度と考え，復帰突然変異と非相互的組換えのマーカー遺伝子を組み込んであ

る酵母菌を用いて，紫外線，X線，H202，MlMS，MNNGによるDNA損傷と遺伝的効果の関係を調

べた。この結果をもとにDNA主鎖を構成するリン原子のX線吸収による損傷について考察した。

　復帰突然変異誘発率に対する非相互的組換え誘発率の比は，紫外線は低く，X線と化学変異原は

高い傾向があった。各々の変異原によるDNA損傷に関するこれまでの報告から，主鎖切断は非相

互的組換えを，塩基損傷は復帰突然変異を誘発する傾向があると結論された。さらに，リン原子に

X線が吸収されると主鎖切断が起こりやすくなっていることが推察された。

キーワード：酵母菌，DNA損傷，変異原，非相互的組換え，突然変異

　　　　　∫αccん伽o〃リc3∫cθγω｛5｛αε、DNA　da㎜age，mutagen，gene　conversion．muta乞ion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤　井　宏　一・生物科学系〕

安　井　弓　子　：　アカマツ林床における土壌呼吸速度の蟹変化。季節変化特性と微気象環境

Yl』miko　Y鴉ui　　：　◎aily　and鵠鎚o陥1ch帥g鵠◎f　soi1鴫spir副ion桁om　a碍d　pi鵬予o帽st

　　　　　　　　　　茸1oor　and　microm⑧t⑧oro1ogy

　本研究では，アカマッ林床で，通気法を用いて土壌呼吸速度の測定を一年間行い，日変化や季節

変化，地温や土壌水分等の環境要因との関係を明らかにした。さらに測定法による土壌呼吸速度測

定の違いについても検討した。また，室内において環境を制御して実験を行い，林床土壌試料の呼

吸がC02濃度の影響を受けるかどうか確認した。囲野外測定の結果，土壌呼吸速度は地中3cmの

地温に対応した日変化・季節変化を示し，両者の間には高い相関が見られた。曲含水率が30％以下

になった9月の土壌呼吸速度は，日平均地温のほぼ等しい7月の測定値に比べて著しく低く，乾燥

が土壌呼吸を抑制することを示した。圃室内実験の結果，アカマツ林床の表層土壌試料では，耕地

土壌で報告されたような，低C02濃度で呼吸が促進され高C02濃度で抑制されるような現象は確

認されなかった。画スポンジ法の土壌呼吸速度測定値は，通気法，密閉法の測定値に比べて著しく

高かった。

キーワード：アカマツ林床，土壌呼吸速度，通気法，臼変化・季節変化特性，微気象環境

　　　　　red　pine　forest　f1oor，soi1respirat三〇n．a1r　current　method，da三1y　and　seasona三changes，micrometeorology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔及　川　武　久・生物科学系〕

山　口　賢太郎　　　糸体菌の呼吸遠度に対するC◎2濃度と温度の影響の実験的解析

K⑧耐鉗ou　Yama卯ti：　浸xp鉗imen晦1禽陥1ysis　o看⑧秤㊧耐of　C02conc⑧榊聰tion禽nd幅mp釘aω帽

一55一



　　　　　　　　　　0n　funga1r㊧Spir壌ti0洞アat⑧

　土壌申の糸状菌の呼吸速度に対する環境要因（主にC02濃度）の影響幸明らかにするため，異な

るC02濃度（O～1000ppm）下の糸状菌の呼吸速度を通気法で測定した。その結果，供試した菌株

（〃肌oγんづ舳α1づ8と二核〃｛20け㎝づα属菌）では呼吸速度は発育段階によって異なり，定常期より対数

増殖期の菌体の方が呼吸速度が速く，C02濃度に対する反応も若干敏感であった。また，呼吸速度

に対するC02濃度の影響は小さかった。菌株間ではC02濃度に対する反応に有異差は見られなかっ

た。この結果が他の糸状菌にも広くあてはまるならば，地球の炭素循環を考える上で，糸状菌の呼

吸速度に対するC02濃度の影響を考慮する必要がないかもしれない。しかし，この点については

過去にC02濃度の影響を明瞭に示した研究例もあるため，さらに多くの糸状菌を供試して研究を

行う必要がある。

キーワード：糸状菌，M伽γ肋〃1α〃∫，二核〃｛20肋〃伽属菌，呼吸速度，C02濃度

　　　　　fungi、〃肌oγ〃8伽α1｛∫、binuckate　Rhizoctonia，respira吉三〇n　rate，C02concentration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔及川武久・生物科学系〕

山　囲　明　子　：　スギ（Cryρわ鵬焔畑ρo榊鯛）における細胞質遺伝機構の細胞。組織学的解

　　　　　　　　　　析

Ak炊o　Y淺欄ad餐　　：　Cy書olog1c餐1study　om　p1藪副id　i蘭h鉗i胞nc⑧　o看　C収ρま◎㎜er胎畑ρo〃c禽　O．

　　　　　　　　　　DOn

　本研究では，スギの父性に偏った色素体遺伝の機構を細胞学的に調べた。その結果①雄由来色素

体は常にDNAを維持し，前胚の細胞質に優先的に移動する。②雌由来色素体DNAは少なくとも

核融合の時点までは分解されない。③雌由来色素体を含む細胞質は前胚に入らず，珠孔側へ排除さ

れ，分解，退化していく。しかし，その細胞質には色素体あるいはミトコンドリアのDNA蛍光が

検出される。④前胚を占める細胞質中に雌由来細胞質が混入することがある。これらの結果から，

（ユ）スギの色素体の父性遺伝は，色素体DNAの選択的分解よりも，雄由来色素体を含む細胞質が優

先的に前胚に伝えられ，雌由来細胞質が前胚から排除，分解されることによって起こること，（2）他

の植物で知られる受精後の雌由来色素体DNAの選択的消化が起こらないため，少量の雌由来細胞

質（色素体）が前胚に混入し，それが子孫に伝達されて両性遺伝になる場合があると推定した。

キーワード：スギ，DAPI，父性遺伝，色素体，色素体核様体

　　　　　C〃μo榊召γ｛αゴα声㈱｛cα．DAPI，paternal　inheritance，p…astid，p呈astid　nuとleoid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔藤伊　　正・生物科学系〕

山　囲　雄

Y■』ichi　Y壌mada

観光需要構造の変遷と観光開発のあり方について

～北海道の冬季観光開発をケースとして～

Study◎汀　th㊧　s耐ωc書ure　chang⑧．of　leisur⑧　demand　餐nd　th⑧　dir㊧ctio阿　of

胎就h銚d㊧velopm酬t，in囎鵠of　HOKKA1－00
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　北海道は，典型的な一期型の観光地であったが，近年，北海道の冬季観光が振興されてきたとい

われている。191年度現在，訪れた観光客は延べ人数にして2，550万人にのぼり，これは10年前の倍

近いものである。各観光地の，観光入り込み決定要因では札幌とスキー場の存在が，非常に高い説

明力を有しており，これら2つに支えられている構造々こあるといえる。そして，スキー場の市場特

性は，非常にローカル色が強いものであるが，市場の拡大を図る動きが出てきており，また，ツアー

対象もリゾート型に移りつつある事から，今後競合関係が激化していくものと思われる。一方，自

治体におていは10年前と比較して，より積極的に冬季観光開発に乗り出してきており，自主的で，

より観光客の立場にたった振興方向を志向する方向に変化してきている。今後は，スキーツアーと

の有機的な結合を行うなど，包括的な観光開発が求められてくるだろう。

キーワード：観光開発，観光需要，スキー場，スキーツアー，北海道

　　　　　1eisure　deveiopmenを，1eisure　dema訂d，ski　area，ski　tour，HOKKAI－DO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔小　泉　允　匿1・社会工学系〕

渡　辺　高　之　：　海藻多糖分解酵素生産薗と酵素の性質

↑飲ayuki　W磁anab㊧：　S童udy　on　s髄w鯛ds　po1ysac餉鉗ide　d⑧composing　enzym髄　術om

　　　　　　　　　　microorganisms　and　their　prop⑧汽i⑧s

　本研究では藻場や海中林形成の中心である褐藻属の貯蔵性多糖のラミナランに着目し，ラミナラ

ンと同じβ一1，3一グルカンをもつカードランを利用して海藻付着細菌のβ一ユ，3一グルカナーゼについ

て検討を行った。まず4月と7月に犬吠崎にて海藻断片をサンプリングし，それから208菌株を得た。

この菌体外酵素のβ一！，3一グルカナーゼを測定したところラミナランを多く含む褐藻より単離され

た菌株が比較的高い酵素活性を示した。次に酵素活性が安定して高く，さらに菌体色素をもつ

N＋7菌株のβ一1，3一グルカナーゼについて精製した。培養液を遠沈し，その上澄の硫安10％一90％

の沈殿物を20mMリン酸バッファーに溶解した。これを透析した後DEAレTOYOPERLに添加して

O．1～O．35MNaClの濃度勾配により溶出した。このフラクションをG3000swで溶出して部分精製

標品を得た。この酵素の分子量はゲルろ過で約20000であり，等電点は約3．4であった。

キーワード：β一1，3一グルカン，β一1，3一グルカナーゼ，カードラン，海藻多糖，海洋細菌

　　　　　β一1．3－91ucan，β一1，3－91ucanase，card1an，seaweeds　polysaccharide，marine　bacteria

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔森　下　豊　昭・応用生物化学系〕

姜馨信：炭素税導入によるC02排出量規制と産業への影響に関する考察

1〈ang，Hyung　Shin　：　　γh⑧⑧conomic　efec廿s　of　a　carbon　tax　in　Japan

　本研究は地球温暖化を防止するために炭素税を導入した場合の経済効果分析が目的であり，産業

連関プログラミングモデルを用いて2000年度の各産業の産出構造を予測した結果である。持続的成

長を図りながら環境保全目標を達成するためには，直接規制より炭素税等経済的手段の方がより高

く評価されている。シミュレーション結果から見ると，C02排出量を安定化するためには炭素1ト
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ン当たり約31千円のかなり高い率の炭素税導入が必要であり，鋼鉄等エネルギー多消費産業が相当

程度の影響を受けることになっている。一方，補助金を与えた場合は防除活動が促進されることに

よって経済的犠牲を最小限にとどめて，C02排出目標を果たすことがわかった。従って，炭素税の

導入に加えて補助金など，各種の支援政策を組み合わせた総合的な政策が必要とされている。

キーワード：地球温暖化，炭素税，経済的コストの最小化，補助金，総合政策

　　　　　global　warming，carbon　tax，minimize　the　cost　of　economy．a　grant－in－a三d，po1三cy㎜ix

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河　野　博　忠・社会工学系〕

許　銃華：台湾花蓮医療網における中核病院の使われ方に関する研究

Hsu　Yu－Hω　　　　：　A銚udy　oη飾e　utilization　o舌帽gional　hospi胞1s　of肺⑧Huali⑧n帽gional

　　　　　　　　　　h髄1th鵬MCe　n副W0欣in↑aiW釧

　台湾東部地域の‘花蓮医療網’が1988年に策定された。本研究は花蓮医療網における3つの中核病

院（省立花蓮，キリスト教門諾会，仏教慈済病院）の利用実態を把握することを目的とした。　　年

7月20日から31日まで三病院内科外科の入院と外来患者に対してアンケート調査を行った。調査内

容は患者の基本属性，施設選択理由，入院患者による病院環境評価等三部分により構成した。また

分散分析法で病院利用の一般特徴と各病院の個別特徴を明らかにした。結論は要するに患者は宗教

信仰と合う病院へ受診する傾向が見られた。施設選択する時‘技術設備良好；親切な雰囲気（慈済）’‘

いつもかかっている；保険の減免（省立）’‘知人の紹介；手続き簡単（門諾会）等の理由が多く挙げら

れ，病院別に差異が有意であると判断出来た。病院環境評価の中で食事と給食サービス；手摺位置

と不足；見舞い客との交流やレクリエーション場所の設置等が特に要請されると分かった。

キーワード：医療網，利用実態，患者基本属性，病院選択理由，環境評価

　　　　　hea…th　service　network，acturaI　circumstances　of訂tilization，attributes　of　patients，hospital　choice，environ－

　　　　　mental　evaluation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔谷　村　秀　彦・社会工学系〕

孫　　　宝　敏　：　印度型と目本型イネ晶種の除草剤b⑧nsulf岨㎝一鵬肺y1低抗性機構とその遺

　　　　　　　　　　伝解析

Sun建ao－min　　：　Ge鵬tica1a陥1ysis　and　me硫anism　of　to1餅an鵬to　a　h餅bicid⑧，b釧馳1一

　　　　　　　　　　池ron－m勧hy1，in　indica勧nd　japonic③ri鵬culセiv鉗s

　新しい除草剤bensu1fur㎝一methy1（BSM）に対するイネの印度型と日本型品種間の抵抗性差異を遺

伝的な立場から分析した。その結果，親品種の印度型が抵抗であったが，印日交雑後代F1は感受

性で，F2は9：3：3：1に分離した。F5は親品種より抵抗性及び感受性が大きいものが現れた。

それによると，印日イネ品種間でBSM抵抗性は遺伝子により支配され，イネの地上部と地下部は

別の遺伝子であると窺われた。また，除草剤の作用点である分枝アミノ酸合成酵素aCetolaCtate

synthase（ALS）活性阻害度を測定したところ，印日品種間で差異を有し，生育実験で見られた抵抗
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性強弱の傾向とほぼ照合できた。さらに，印日品種とそれらの交雑後代の生育実験で見られた異な

るBSM抵抗性のF5を用い，イネ植物体内の14C－BSM吸収量，移行率を測定した結果，根部から茎

葉部への移行率に品種間で差異が見られ，その特性は交雑後代に遺伝していることが推察された。

キーワード：印度型イネ，日本型イネ，除草剤，抵抗性機構，遺伝分析

　　　　　indica　r1ce，japon1ca　rice，he凶ic｛de，mechanism　of　to－erance，9enetical　anaIysis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔石塚浩造・応用生物化学系〕

張　淑霞：茨城県の地下水汚染ポテンシャルの評価に関する研究

Shu－hsia，Chang　：　冨valu磁ion　of　groundwater　pol1砒ion　po晦耐ial　in　lb鉗aki　P帽看⑧c鮎略

　茨城県を例に，地理情報システムの手法を利用し，メッシュ化したデータにより地下水汚染ポテ

ンシャルの評価法を検討し，図化することを目的とした。

　評価は自然的要因（地形分類に基づく浸透性と地下水位などの水文地質条件）と汚染源（生活系，

畜産系，土地利用系）から，重ね合わせ法と得点法により標準メッシュ単位で産出した。

　この結果，次のような結果が得られた。

1）水文地質条件からみた汚染ポテンシャルが高い地域は筑波山西麓や多賀山地東麓などに分布して

いる。

2）汚染源からみると人［コ集中地域，畜産集中地域にポテンシャルの高い地域が集まっている。

3）茨城県において地下水汚染ポテンシャルが非常に高い地域は，3％のユ75k㎜2に及び，主に県西

地域に拡がっており，実際の汚染状況と一致している。

キーワード：地下水汚染，硝酸態窒素，ポテンシャル，地理情報システム，茨城県

　　　　　groundwater　poHution，nitrate，potent三a｝，GIS，Ibarak三Pre至ecture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田　瀬　則　雄・地球科学系〕

ハルダニンプラナムダ：　サゴ生澱粉からのエタノール生産に関する基礎的研究

トlardaning所anamuda：　　Basic　r＠s⑧arch　on　production　of　ethano1肝om　raw　sago　st衝rch

　本研究では，東南アジアの低湿地に分布しているサゴヤシから抽出されるサゴ生澱粉を発酵原料

として有効利用することを目的とした。一般アミラーゼによる分解性の低いサゴ生澱粉を原料とし

て用いる場合，加熱などの前処理による多量のエネルギーが必要となる。省エネルギー的サゴ生澱

粉の有効利用という観点から，自然界から新たなサゴ生澱粉を分解する酵素生産菌の分離を行った。

分離したN－10株（λ∫μγg伽∫〃｛鮒の一種と同定）を活用し，初発pH3．5の培地でN－10株と

∫α㏄んαγ㎝如∫。θ㈱｛。｛αθとの混合培養により，サゴ生澱粉から直接エタノールを高収率で生産する

ことができた。さらに，エタノール生産プロセスを省エネルギー的に行わせるために，培地，サゴ

生澱粉，培養装置を加熱殺菌せず，無加熱殺菌エタノール発酵を試みた結果，培養中に雑菌汚染が

抑えられ，エタノール生産は可能であった。

キーワード：サゴヤシ，発酵原料，無加熱殺菌エタノール発酵，サゴ生澱粉，混合培養
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sago　pal㎜，fermentation　materiaI．ethano1fermenta辻ion　without　heat－steri1ization，sago　raw　starch，㎜ixed

cu1ture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔田中秀夫・応用生物化学系〕

バンドバッダイ。秤：　長野県曹平流域神川の水質変動について

8andyopadhyay　Pa向ha　：　　Sωdy　o看肺⑧wat⑧r　quali｛y　variatiOn　at終籔n9淺wa資iv⑧r，Sugada什a　High閉

　　　　　　　　　　1and，陥g釦◎，J即帥

　長野県菅平流域（集水域面積33．52km2）神川及びその支流において92年1月から10月までユケ月

毎に採水及び流量観測を行い水質分析を行った。水質の季節的変化は融雪時と梅雨時には高くなり

主にN03一，Cr等が増大する傾向が見られた。河川水の水質は高原に広がる農業排水により汚染

され耕作地面積比率の高い場所では一般的に濃度比負荷量ともに高い値を示した。湿地では8月に

おいて上流から下流へ流下するN03…負荷量の低下が見られ脱窒作業と推察された。92年10月まで

の窒素ピーク濃度が桜井らによる1975年の時に比べ3倍程度高くなったことが分かった。菅平盆地

の湿地から10ケ月間のN03’の流出量は195．76TONに達することが分かった。これらの結果をク

ラスタ．分析を用いて統計的な処理もあわせて行った。

キーワード：硝酸濃度，比負荷量，湿地，総無機窒素，耕作地面積比率

　　　　　nitrate　concentration，spec｛fic　load，wetland，TIN（total　inorganic　nitrogen）、percentage　of　arable三and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔古藤田　一　雄・地球科学系〕

バンバンルディアント：　地理情報システム及びリモートセンシングによる適性土地利用計画に関する

　　　　　　　　　　研究一東ジャワを事例として一

臨mbang馳dya械o：　A　study　on1釧d蝸⑧馳晦bili奴using　g⑧og噸帥ic　in舌orm餉on　sy銚ems

　　　　　　　　　　籔紬帽mote鵠nsing－A　c鵠⑧sωdy銚臨st　Java一

　インドネシアでは，東ジャワの自然災害（土壌侵食，洪水）が目立つ。本研究の目的は自然災害を

低減するために，地理情報システムとリモートセンシングで適性土地利用計画を提案することであ

る。地理情報システムを活用して現在の土地利用を解析した結果，自然災害の観点からは，現在の

土地利用の72％が，土壌の性質の観点では31％が不適性となった。土壌侵食が多発する地域は畑地

である。

　リモートセンシング解析によるとユ98ト1989の5年間で2％の森林減少が見られ，畑地に変化し

たケースが最も多かった。また，衛星データによって北海岸でのマングローブ林の伐採が明らかに

なった。

　これらに基づき，自然災害の発生を抑制するような適性土地利用計画を提案した。この提案によ

ると，現在の土地利用と比べて，森林の15％の増加が必要であり，他方，耕作地14％の減少が望ま

しい。

キーワード：地理情報システム，リモートセンシング，東ジャワ，土地被覆変化，適性土地利用計画
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geographic　information　system，re㎜ote　sensing，East　Javal　changes　in　land　cover，proposed1andソse　suita－

bi11ty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔安仁屋　政　武。地球科学系〕

マド・イサビンジァアファル：　マレーシアにおける都市交通計画プロセスについて

Md，lsa副nJaaf鮒　　二　u池an析anspo耐創ion　planning　Proc⑧ss1n　p⑧ninsu1ar　Malaysia

　マレーシアでは，！960年代以降各地で都市交通計画プロセス（以下UTPP）として規準化された手

法を適用し，大規模な交通計画調査が実施されてきた。本研究では，こうしたUTPPの性格，お

よびその直裁的な適用の問題点について明らかにすることを目的とする。

　研究方法として，マレーシアにおける主要な計画調査30件をレビューし，調査区域，UTTPの各

段階で用いられた方法論，評価の考え方，計画目的等にしたがって分類，比較するという方法をとっ

た。これにより，UTPPの性格および適用にかかる問題点を明らかにするとともに，マレーシアの

都市交通の特性と，途上国におけるUTPP適用のありかたについて考察した。

　本研究により，貴重なデータを収集し，マレーシアの都市交通計画の実施に関する多くの情報と

考察を示すことができた。また間接的に，発展途上国におけるUTPPの適用上の問題点に関する

知見も得られた。

キーワード：都市・地域計圃法，ストラクチュアプラン，プロセス，性格，交通計画

　　　　　town　and　country　planning　act．，structure　p1an，Process．characteristics，transportat1on　p1an

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔黒　川　　　洗・社会工学系〕

楊継富：大区画水囲の農地組織に関する研究

Y餐ng　Jiドu　　　　：　The陀se鉗ch　on　f⑧ild　system青or1跡ge　scal⑧paddy胎ilds

　小規模・分散営農による低所得，高齢化，後継者不足などの対策として経営の大規模化のために

大区画水田が求められている。本研究では，大区画水田に改良した千葉県角来地区と臼井地区を事

例として，農地組織の特徴とその効果を調査・評価して，大区画水田の農地組織はどうあるべきか

について検討した。

　農地組織の特徴：小排水路の暗渠化及び農遺沿いの布設，自動灌水，地下灌概及び農道ターン方

式などである。

　その効果：ユ枚面積6．8ha，2．1haなどの大区画水田で用排水性の確保，営農の効率化が実現さ

れた。

　考察：営農の効率化，農地の有効利用，用排水性の確保を冒標とした大区画水田の農地組織を提

案すると以下の通りである。①区画を長辺200mとし，農区を均平にする；②暗渠化の小用排水路

を耕作道沿いに配置する；③地下排水組織は，地下排水と地下灌概を兼用化する；④耕作道は1幅員

4m，高さ20cmを確保する。

キーワード：圃場整備，大区画水田，農地組織，小排水路の暗渠化，営農の効率化
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farmland　consolidasion，…arge　scale　paddy　fei1d，fei1〔i　system，underdrain三ng　of　sn－al…drainage　cana1，lobour

SaVing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔多　田　　　敦・農林工学系〕

摩　宏成：都市周辺地域の農業構造の変容

しeo納ong　Cheng：　Agricωセ岨al　s迂閉c加r⑧in甘ban桁inge

　本研究は周辺地域は都市からの影響の強さに応じて地域差異を生じるが，都市化効果（雇用効果，

市場効果，市街地拡大効果）をうけた周辺地域の変容に生産の就業形態，農業経営形態，土地利用

形態について，それらの変容と中心都市からの距離との関係を明らかにすることを本研究目的とす

る。研究の進め方法，まず，人口規模によって分類する。20万～30万までの都市についてとして，

主に都市効果を受けた周辺地域の変容により距離の遠近に関することを分析する。検証した結果を

まとめることです。雇用効果の影響によって，農業労働力の質的悪化，いわゆる高齢，女性化を引

き起こす。兼業化に進み，農地の利用は粗放化，遊休化を引き起こす。しかし，農地の流動化が見

られない。市場効果の影響によって，経営規模拡大が見られない。市場効果及び市街地効果は農業

経営を土地集約なものとさせる。以上示し見ると都市効果が都市周辺地域の農業変容は申心都市か

らの距離，一定の動を与える。

キーワード：農業構造，都市効果，都市周辺地域，距離減衰，中心都市

　　　　　agricultura1structure．urban　effects，urban　fringe，distance　decay，core　cities

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔佐　藤　洋　平・社会工学系〕

リリックブヂィプラセティヨ：　土地利用の変化珂特に緑地の転換に関する研究，インドネシア。ジャボタベ

　　　　　　　　　　クの事例

u1ik助di　P帽s⑧奴o：　A　study　on1and鵬⑧chang鎚、wi飾⑧mph鑓is　on　open　spa鵬modi青i囎一

　　　　　　　　　　竜ion：A囎鵠stl』dy　in　Jabo胞b欲m⑧耐opoli胞n　ar鍋，lndo鵬sia

　インドネシアの首都であるジャカルタには，人口の急増という深刻な聞題があり，このため緑地

の転換が起こり，いくつかの環境問題が生じた。これらの問題を解決するため，1976年には政府が

地域ゾーニングによるジャカルタとその回りの所（ジャボタベック）の緑地保全戦略を立てた。しか

し，このゾーニングでは，重要で貴重な緑地の保全ができない，という批判があった。そこで私の

研究の目的は1969年から20年間の緑地の転換に注目し，土地利用の変化を地理情報システム（GIS）

の手法を用いて評価することである。緑地の変化には大きくわけて2つの要因があげられる。1つ

は都市化によるもので，2つめは焼き畑や斜面耕作といった農業方法によるものである。今後は地

域による緑地の変化の要因をふまえたうえ，保全の対策を考える必要がある。原因が異なるため，

緑地保全戦略の一般化は行われるべきではないと思われる。

キーワード：緑地，変化，ジャボタベク，土地利用，ゾーニング

　　　　　open　space，change，Jabotabek，1and　use，zoning

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕
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小松嫡　　　茂　：　霞ケ浦湖岸域における植物プランクトンの種多様度の変動について

Shig③ru　Komatsuzak1：　医秤ec瞳of　physicochemica1胞ctors　on肺e　species　div⑥帽ity　of　ph皿o－

　　　　　　　　　　plankton　in該nears汽ore　wa苛⑧r　o牙Lake沢asumigaura

　植物プランクトンの種多様度の変動に影響を与える原因を探る事を目的として，1990年3月30日

から8月！2日まで3日に1度の割合で，霞ケ浦大岩田舟溜で調査を行った。調査項目は，細胞数・

水温・窒素やリンの量などであった。結果として種数と細胞数から求めた種多様度は，4月から5

月にかけて急激に低下した後上昇し，7・8月に再び低下した。種多様度の低下は，温度上昇や硝

酸態窒素の減少が植物プランクトンの生理学的状態に影響を及ぼし藍藻類に好適な条件を作り出し

たため起きたと考えた。4月は種数が多く種多様度は高かったが，それは空問的時問に分離してい

た群集が混合されて起こったのかも知れない。3日に1度の調査は情報量も増え，細かい変動が考

えられる点で有効だろう。さらに，水中の植物プランクトンの生活を考えると，できれば毎日の調

査を行うことが望ましいだろう。

キーワード：種多様度，植物プランクトン，霞ケ浦，水温，硝酸態窒素

　　　　　species　diversity，phytopIankton，Lake　Kasumigaura，water　temperature，nitrate＿N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔前　田　　　修・生物科学系〕

石　鍋　敏　夫　：　新聞記事に見られる地震災審報道特性の分析

↑oshio　lshinabe　　：　　N⑧wsPaP⑧「r⑧p0耐s　anaIysis　of⑧a沌hqu禽ke　disas言er

　本研究では，内容分析の手法により，地震災害についての新聞報道の短期的・長期的特性を調べ

た。

　短期的分析では，昭和58年の日本海中部地震後の地方紙，全国紙各2紙について地震後2ケ月聞，

38項目の記事の面積，点数を求め，各記事総量，記事の時間変化等を調べた。その結果，記事面積

では，全国紙が死傷者の記事，地方紙では，緊急対応や機能被害の記事が多く，地域間で地震災害

についての報道の取り扱いが異なることが分かった。また記事点数による計測では，行政対応の記

事が増加する傾向にあることが分かった。

　長期的分析では近30年間の「防災の日」における杜説をもとに分析を行った。その結果，災害対

策の分野では不燃化，耐震化事業，避難計画等の行政に関係するものが多くあった。ステートメン

トの分析でも政府や地方自治体に対する要望や批判が多く，新聞は震災対策分野での行政の立ち後

れを指摘する傾向にあることが分かった。

キーワード：地震災害，新聞，内容分析，社説，世論

　　　　　earthquake　disaster，newspaper，content　ana1ysis，1eading　arむcle，pub1ic　opinion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔梶　　秀樹・社会工学系〕

上　野　　　修　　　原生動物テトラヒメナの死滅の誘導とリソソーム起源加水分解酵素系の活性

　　　　　　　　　　について
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○鍋mu　u⑧no　　　：　1nduc董i◎列of町o迂ozo像晦f囎わy㎜㊧η禽ρy榊orm鳩c⑧11d⑧磁h帥d　ch節g鵠

　　　　　　　　　　of1ysosoma1hydroIas6禽c言iviti⑧s

　死滅期後の分解過程においてオートリシス以外に制御された能動的な解体過程が存在し機能して

いるとする仮説が提案されている。本研究では原生動物テトラヒメナを材料とし，この死滅期後の

解体過程を検討しうる基礎的な実験方法の確立を目的とした。

　栄養・酸素を除去した致死的環境に急速に移す方法と，短時間の高温環境負荷を与える方法につ

いて均一かつ即時に死滅を誘導する実験方法を確立した。

　また解体現象の指標としてリソソーム起源加水分解酵素の活性の変化と，解体現象の進行状況の

指標として細胞の蛋白質量の変化を経時的に測定した。

　栄養・酸素除去法で分解酵素活性が増加した。高温負荷法では急速な解体と阻害剤で解体が抑制

された。

　死滅期後の解体過程を検討しうる死滅の誘導方法の確立はほぼ達成できた。今後の課題は遺伝子

で制御された能動的な解体現象について直接検討することである。

キーワード：テトラヒメナ，リソソーム，加水分解酵素，生態的循環，プログラムされた自己解体モデル

　　　　　tetrahymena，1ysosome，hydrolase，ecocyc1ing，programmed　se1f－decomposition　mode1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　以　正・応用生物化学系〕

囲　中　基　寛　：　環境音高周波成分の生体影響に関する研究

Motoh沖o↑an衝k禽：　A銚udyonphysio1ogica1e秤e破caus⑧dbyhighイ帽qu㊧ncycompon⑧耐s

　　　　　　　　　　wi迂hin　environment禽1sound

　大橋らは自然性の高い環境音中には人間の可聴上限といわれる20kHzを大きく上回る高周波成

分が存在すること，この高周波成分は快適性の指標とされる脳波α波の活性を高めることを発見し，

この効果をハイパーソニック・エフェクトと命名した。本研究はこの高周波成分が耳を通じて感受

されるのかそれとも他のメカニズムが存在するのか検討することを目的とした。ヘッドフォンから

可聴域を含む低域成分を再生し，ヘッドフォンから，またはスピーカーから，またはその双方から

高周波成分を付加し，被験者の脳波α波の活性が変化するかどうか調べた。その結果スピーカーか

ら高周波成分を再生したとき被験者の脳波α波パワーが増大する傾向がみられ，有為水準5％で統

計的に支持された。ハイパーソニック・エフェクトの存在が再確認されたとともに，高周波成分が

聴覚神経系ではなく耳以外の体表面を通って感受されている可能性が高いことが示された。

キーワード：ハイパーソニック・エフェクト，環境音，脳波α波，高周波，快適性評価

　　　　　hypersonic　effect，environmental　sound、α＿EEG，high－frequency．amenity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔下　條　信　弘・杜会医学系〕

古澤健植物プランクトンバイオマスの時空間変動と新生産によって吸収される栄養

　　　　　　　　　　塩の見積もり
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Tak鵠hiド岨usawa　：　γ⑧mporal　and　spa竜ia1餉舖g鎚　o看phytop1節1《意on　biom鎚s　脅nd　舖

　　　　　　　　　　鵠tim磁80f　untri釧“獺nspo流書or鵬w　pro釦c書ioP

　海洋観測データベースを利用して，日本周辺海域での，植物プランクトン量と生物化学的海洋環

境の，一年を通じた時空間変動を記述した。植物プラ、ンクトン量はおおむね，表層混合層が厚くな

’る時季に大きくなり，薄くなる時季に小さくなった。高緯度海域では，表層混合層が最も厚くなっ

た後に，ブルーミングが起こった。

　表層混合層のディープニングによって下層から取り込まれる栄養塩量を連行加入量と定義し，日

本周辺の4つの海域で，この量を計算した。また，新生産によって吸収される栄養塩量を見積もり，

連行加入量と比較した。また，この吸収量を新生産の値に換算した。すべての海域で，連行加入量

は，新生産による吸収量を上回った。

　以上の解析から，連行加入量は有光層の外から有光層中に取り込まれる栄養塩のなかで大きな位

置を占めていること，および高緯度の海域ほど，この傾向が著しいことが結論された。

キーワード：新生産，表層混合層，時空聞変動，栄養塩，データベース

　　　　　new　production，surface　mixed　layer，temporal　and　spatial　changes，nutrie耐，data－base

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔高野健三・生物科学系〕

夏　　　　　菱　：　トリアジン系除草剤シメトリンとジメタメトリンの野生。栽培イネにおける

　　　　　　　　　　選択作用機構

Xiaung　　　　　　：　Se1ective　action　of　triazine　h跳bicid⑧s　sim銚ryn　and　dime肺勃me前yn⑧

　　　　　　　　　　b副ween　wild　and　cultiv釦ed　ric⑧（0〃鵬spp．）

　トリアジン系除草剤シメトリンとジメタメトリンに対する野生イネ18系統，雑草型野生イネ7系

統，日本型栽培イネ2品種，インド型栽培イネ2品種の感受性差異を生理生化学的側面から調査し

た。シメトリン抵抗性系統：日本型栽培イネ日本晴，赤米，インド型栽培イネRD－25，0．舳γ｛一

伽舳8；ジメタメトリン抵抗性系統：日本晴，赤米，0．榊γ伽㎝α1兆を選抜した。

　両薬剤のイネの代謝生理系への影響を，葉の酸素発生能，玉4C02固定能，伽tj伽o葉片処理による

光合成能及び蒸散量の変化で調べた結果，0．舳γ伽㎝α1｛∫が光合成，蒸散量の回復は極めて速

く，14C一シメトリンのイネ体内吸収，移行，蓄積はα〃ψog㎝が最も大きく，LMNは吸収，移

行は小さい机蓄積は大であった。抵抗性0．肌〃肋〃α1｛8は栽培イネに比べ玉4C吸収量が小さく，

蓄積量が少なかったことが，光合成の回復が速く，抵抗性の原因と考えられる。

キーワード：シメトリン，ジメタメトリン，栽培イネ，野生イネ，感受性差異

　　　　　simetryn，di㎜ethametryn，cu1t｛vated　rice，wi…d　rice，to1erance

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔石塚晧造・応用生物化学系〕

楊　　　貴　宝 内モンゴル自治区における“三北”防護林を中心とした自然環境に関する研

究
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Yang　Gui蘭ao　　　：　A　study　oη飾⑧n誠ura1environment　of“Pas如鴫1and　ドo陀銚”in　Sh⑧1重餅

　　　　　　　　　　賦egiOn　Of8nη⑧r　MOngO■ia

　本研究では国家大型造林プロジェクトである“三北”防護林造林事業の内容を検討し，内モンゴ

ルの自然環境問題をふまえて，防護造林事業に対し，保続性あるいは持続的開発利用等の問題の検

討を行った。これは内モンゴルの“三北”防護林一期，二期計画及び草原地区の草原防護林の造成

を主な研究対象として，相関対策「自然保護区の配置」等の研究を加えて，展開した上で，生態環

境の良性回復と生産生活環境の改善及び更新可能な資源“森林”の持続的な開発利用ちなみに民族

自治地方の自然保護の理念等を考察した。

　“三北”防護林事業の評価については，従来の生態効果だけを図る単純な生態型から経済効果を

重視すると同時に，生態システムの均衡を図る持続的利用を目的とする生態経済型防護林の行方及

び持続的開発のあり方を考察したのである。

キーワード：持続的開発，生態経済型，トーテム像，“高木，低木，草地”，飛行機による種子の散布

　　　　　susta三nab－e　deveiopment，ecological　and　economica1pattern，totem　worship，ta11tree　or　shrub　or　grass，seed

　　　　　sowing　by　a三r　p1ane

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎・農林学系〕
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